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このマニュアルの使用法

ここでは、入手可能なドキュメントの形式、Oracleにフィードバックを送信する方
法、およびドキュメントの履歴について説明します。

■ 7ページの「このドキュメントについて (PDFおよびHTML)」
■ 7ページの「ドキュメントのコメント」
■ 7ページの「ドキュメントの履歴」

このドキュメントについて (PDFおよびHTML)
このドキュメントセットは、PDF (Portable Document Format)とHTMLの両方で利用
できます。情報は (オンラインヘルプと同様の)トピック単位の形式で提供されるの
で、章、付録、節などの番号はありません。

ドキュメントのコメント
マニュアルの品質改善のため、お客様からのご意見およびご要望をお待ちしており
ます。コメントは下記よりお送りください。

http://www.oraclesurveys.com/se.ashx?s=25113745587BE578

ドキュメントの履歴
ドキュメントセットに対して以下の変更が行われました (書式およびテキスト編集上
の小さな変更については記載されていません)。

■ 2011年 3月 -ドキュメントの初版発行 (E22996)。
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Oracle Hardware Installation Assistant
ユーザーズガイドの概要

『Oracle Hardware Installation Assistant 2.5ユーザーズガイド x86サーバー版』で
は、Oracle Hardware Installation Assistant 2.5を使用して Sun Fireサーバーおよび Sun
Blade x86/x64サーバーでプロビジョニングタスクを実行する方法について説明しま
す。

説明 リンク

要件およびOracle Hardware Installation Assistant
アプリケーションで実行できるタスクについて
説明します。

11ページの「Oracle Hardware Installation
Assistantの概要」

Oracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションを起動し、ローカルメディアまたは
リモートメディアからプロビジョニングまたは
回復のタスクを行う準備をします。

17ページの「アプリケーションの起動とプロビ
ジョニングタスクの実行」

内部ディスクドライブに、RAID 0/1ボリューム
を作成します。

27ページの「RAIDの設定」

Microsoft WindowsのOSのインストールを補助
します。

35ページの「Windowsのインストール」

LinuxのOSのインストールを補助します。 43ページの「Linuxのインストール」

システムファームウェアのアップグレードを実
行します (システム BIOSおよびOracle Integrated
Lights Out Manager、ディスクコントローラ
HBA、またはディスクエクスパンダ)。

51ページの「システムおよびコンポーネントの
ファームウェアのアップデート」

破損しているかアクセスできないサービスプロ
セッサから回復します。

59ページの「サービスプロセッサの回復」

Oracle ILOMの設定の特定のセットを構成および
管理します。

63ページの「サービスプロセッサの設定の構
成」

BIOSの設定の特定のセットを構成および管理し
ます。

77ページの「BIOSブートデバイスの設定の構
成」
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説明 リンク

有人モードで PXEベースのOracle Hardware
Installation Assistantイメージを使用して、プロ
ビジョニングタスク (OSのインストールや
ファームウェアのアップグレード)を実行しま
す。

89ページの「PXEベースの有人セッションの起
動」

Oracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションの PXEベースの起動をセットアップ
します。

83ページの「PXEベースのOracle Hardware
Installation Assistantのセットアップ」

Oracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションの PXEベースのセッションを有人
モードで起動します。

89ページの「PXEベースの有人セッションの起
動」

Oracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションの PXEベースのセッションを無人
モードで起動します。

93ページの「PXEベースの無人プロビジョニン
グタスクの実行」

Oracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションの無人モードでの PXEベースの
セッションを監視します。

115ページの「PXEベースの無人プロビジョニ
ングタスクの監視」

Oracle Hardware Installation Assistantのインス
トールのトラブルシューティングを行います。

119ページの「Oracle Hardware Installation
Assistantのトラブルシューティング」

Oracle Hardware Installation Assistantのブート可
能なUSBフラッシュドライブを作成して、アプ
リケーションを起動します。

123ページの「USBフラッシュドライブを使用
したOracle Hardware Installation Assistantの起
動」

Service Tagsをインストールします。 135ページの「Service Tagsのインストール」

Oracle Hardware Installation Assistantユーザーズガイドの概要
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Oracle Hardware Installation Assistantの概要

このセクションでは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションの概要に
ついて説明します。このセクションを読むと、バージョン 2.5の特長、要件および機
能について理解できます。

■ 11ページの「Oracle Hardware Installation Assistantとは」
■ 12ページの「機能とメリット」
■ 13ページの「サポートされるプロビジョニングタスクの一覧」
■ 15ページの「サポートされるサーバーとメディアの入手」
■ 15ページの「サポートされているオペレーティングシステム」
■ 15ページの「製品ドキュメントライブラリ」

Oracle Hardware Installation Assistantとは

注 – 2.5より前のバージョンでは、Oracle Hardware Installation Assistantは Sun
Installation Assistantという名前でした。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションは、Sun Fireサーバーおよび
Sun Blade x86サーバー用のプロビジョニングツールです。このアプリケーションを使
用すると、単一のインタフェースでサーバーのインストール、構成、保守、回復な
どのタスクを行うことができ、サーバーのセットアップと保守が容易になります。

たとえば、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用して次の作業
を行うことができます。

■ RAIDの構成
■ OSのインストール
■ システム BIOSおよびOracle ILOM (ファームウェア)のアップデート
■ HBAおよびエクスパンダファームウェアのアップデート
■ Oracle ILOMの設定タスク
■ BIOSの設定タスク
■ サービスプロセッサの回復

関連項目: 12ページの「機能とメリット」
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機能とメリット
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションバージョン 2.5には次のような
機能とメリットがあります。

■ さまざまなブートメディアを使用できます。Oracle Hardware Installation Assistant
アプリケーションは、サーバーに接続されたローカルドライブ (CD/DVDまたは
USBフラッシュドライブ)、リダイレクトされるリモートネットワークドライブ
(仮想CD/DVDドライブまたは ISOイメージ)、または PXEネットワーク環境で利
用できるイメージから起動できます。

■ OSのインストールを補助します。
■ オプションのアクセサリカード用および他のシステムハードウェア用
に、Oracle認定サーバー固有および設定固有のデバイスドライバを提供しま
す。

■ OSをインストールする前にOSレベルのデバイスドライバを別のメディアで入
手して準備する必要がなくなります。

■ Oracle VMおよびサポートされるバージョンのWindowsおよび Linux
(Oracle、SLES、RHEL)オペレーティングシステムのOSインストールを補助し
ます。

注 –インストールには、ライセンス製品版のOSソフトウェアが必要で
す。Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションでは、OSのソフト
ウェアは提供されません。

■ ハードディスク、半導体ディスク、またはコンパクトフラッシュへのOSのイ
ンストールをサポートします。

■ PXEベースのOracle Hardware Installation Assistantを使用して、無人のOSイン
ストールとファームウェアのアップデートタスクをサポートします。

■ 自動実行機能によって (Windowsクライアントのみ)、Oracle Hardware
Installation Assistant環境 (バージョン 2.4以降)の外部で追加タスクを実行でき
ます。

■ 統合された LSIディスクコントローラを含むサーバーのRAID構成を補助しま
す。サポートされるのは、RAID 0およびRAID 1の統合ミラーまたは統合ミ
ラー拡張 (ストライピング)です。補助されるRAID 1構成は、LSI SAS-2コント
ローラ (926x、9280)でも使用できます (Oracle Hardware Installation Assistant 2.4以
降)。

■ Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションアップデートオプションが
提供され、アプリケーションを最新のバージョンに維持できます。
■ アップデートはOracleダウンロードサイトから行い、必ず最新のドライバと
ファームウェアがセッションで使用されるようにしてください。

機能とメリット
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■ サービスプロセッサとOracle ILOM設定機能の特定のセットを提供します。
■ Oracle ILOMのユーザーアカウントの設定、およびネットワーク設定、システ
ムクロック、システム識別情報の構成を管理できます。

■ BIOSレベルでのブートデバイスの優先順位の構成および次回のブートデバイ
スの選択が可能です。

■ 以下のファームウェアアップデート機能を提供します。

■ システム BIOSおよびOracle ILOMファームウェア
■ HBAファームウェア
■ エクスパンダファームウェア

■ 管理およびトラブルシューティングの機能

■ Oracle Hardware Management Pack 2.1には、管理エージェント、Sun Server
Hardware SNMPプラグイン、およびCLIツールが含まれます。これらのコン
ポーネントは、Sun Fireサーバーおよび Bladeモジュールのハードウェアを監
視および構成するための、柔軟な帯域内管理機能を提供します。

■ Oracle Hardware Management Packのドキュメントについては、http://

www.oracle.com/

technetwork/documentation/sys-mgmt-networking-190072.html#hwmgmtを参
照してください。

■ Oracle Hardware Management Packについては、http://www.oracle.com/goto/

system-managementでシステム管理製品のページを参照してください。

■ Oracleの Sun Service Tagsインストールパッケージをサポートします。
■ 機能していない (壊れている、またはアクセスできない)サービスプロセッサ
に対する回復機能を提供します。この機能はサーバー固有です。

■ Oracle Hardware Installation Assistantセッションイベントログを作成し、トラブ
ルシューティングを容易にします。

関連項目:

■ 13ページの「サポートされるプロビジョニングタスクの一覧」
■ 15ページの「サポートされるサーバーとメディアの入手」
■ 15ページの「サポートされているオペレーティングシステム」

サポートされるプロビジョニングタスクの一覧
次の表に、Oracle Hardware Installation Assistantで実行可能なサーバー固有のプロビ
ジョニングタスクの一覧を示します。

サポートされるプロビジョニングタスクの一覧
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注 – Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションインタフェースで実行可能
なタスクの一覧は、サーバーに依存します。サーバーによっては一部のタスクを実
行できない場合があります。

タスク 説明

OSのインストール Oracle VMおよびサポートされるバージョンのMicrosoft
Windowsおよび LinuxのOSインストールを補助します。複
数のインストール方法とデバイスに対応しています。

RAIDの構成 内部ドライブに 1つまたは複数のRAID 0およびRAID 1ボ
リュームをセットアップします (LSIディスクコントローラ
が統合されているサーバーの場合)。

システム BIOSと ILOMのアップグ
レード

システム BIOSおよびOracle ILOMサービスプロセッサ
ファームウェアをアップグレードします。アプリ
ケーションには、インストールされているバージョンと入
手可能な最新のバージョンが表示されます。BIOSとOracle
ILOMは対になったコンポーネントであり、同時にアップ
デートされます。

HBAファームウェアのアップグ
レード

サーバーに統合されたHBA (ホストバスアダプタ)の
ファームウェアをアップデートします。アプリケーション
には、インストールされているバージョンと入手可能な最
新のバージョンが表示されます。

エクスパンダファームウェアの
アップグレード

サーバーに統合されたディスクエクスパンダのファーム
ウェアをアップグレードします。アプリケーションに
は、インストールされているバージョンと入手可能な最新
のバージョンが表示されます。

SPの回復 機能していないサービスプロセッサ (アクセスできない、ま
たは壊れたデータが表示されている)を回復します。

注 –この機能はサーバーによっては実行できません。

ILOMの設定 Oracle ILOMと BIOSの設定の特定のセットを構成および管
理します (識別情報とネットワーク情報、ユーザーアカウン
ト、システムクロックの設定など)。

BIOSの設定 ブートデバイスの順序および 1回だけのブートデバイスを構
成します。

関連項目:

■ 12ページの「機能とメリット」
■ 15ページの「サポートされるサーバーとメディアの入手」
■ 15ページの「サポートされているオペレーティングシステム」

サポートされるプロビジョニングタスクの一覧
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サポートされるサーバーとメディアの入手
■ サポートされるサーバーの完全な一覧とソフトウェアダウンロードへのリンクに
ついては、次のWebサイトを参照してください。
http://www.oracle.com/goto/hia

■ Oracle Hardware Installation AssistantのCD/DVDメディアには、Sun Fireサーバー用
および Sun Bladeサーバー用があります (サーバーに付属するか、またはX-Option
とし入手できます)。Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションの ISO
CD-ROMイメージまたはUSBフラッシュドライブイメージも、Oracleからダウン
ロードできます。

関連項目:

■ 12ページの「機能とメリット」
■ 13ページの「サポートされるプロビジョニングタスクの一覧」
■ 15ページの「サポートされているオペレーティングシステム」

サポートされているオペレーティングシステム
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションは、サポートされている
バージョンのOracle VM、Linux、およびMicrosoft Windowsで利用できます。サ
ポートされるオペレーティングシステムの一覧は、アプリケーションの「Release
Notes」画面に表示されます。

HTML形式のリリースノートは、次のサイトのサーバーダウンロード画面でも参照
できます。

http://support.oracle.com/

関連項目:

■ 12ページの「機能とメリット」
■ 13ページの「サポートされるプロビジョニングタスクの一覧」
■ 15ページの「サポートされるサーバーとメディアの入手」

製品ドキュメントライブラリ
Oracle Hardware Installation Assistantおよび Sun Installation Assistantの製品ドキュメン
トライブラリは、次のWebサイトからオンラインで利用できます。

http://www.oracle.com/goto/hia

製品ドキュメントライブラリ
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アプリケーションの起動とプロビジョニ
ングタスクの実行

このセクションでは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションの起動方
法とプロビジョニングタスクの実行方法について説明します。このアプリ
ケーションは、ローカルまたはリモートの各種メディアオプションのいずれかを使
用して起動できます。また、PXEベースのインストールから、有人モードまたは無
人モードで起動することもできます。

■ 17ページの「Sun Fire/Sun Bladeサーバーのローカルおよびリモートメディア起動
オプション」

■ 20ページの「ローカルまたはリモートメディアを使用してOracle Hardware
Installation Assistantを起動する方法」

■ 21ページの「プロビジョニングタスクの実行方法」

Sun Fire/Sun Bladeサーバーのローカルおよびリモートメ
ディア起動オプション

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションは、ほとんどの Sun Fireおよび
Sun Bladeサーバーでサポートされます。アプリケーションを起動する作業の詳細は
この 2種類のサーバーで異なりますが、基本的にはアプリケーションをローカルで
起動するか、リモートで起動するかのどちらかです。

このセクションの次の 2つのトピックでは、各サーバータイプで利用できるOracle
Hardware Installation Assistantアプリケーションのローカル起動オプションとリモート
起動オプションについて説明します。

■ 18ページの「Sun Fireサーバーのローカルおよびリモートメディア起動オプ
ション」

■ 19ページの「Sun Bladeサーバーのローカルおよびリモートメディア起動オプ
ション」
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Sun Fireサーバーのローカルおよびリモートメ
ディア起動オプション
このセクションでは、サポートされる Sun FireサーバーでOracle Hardware Installation
Assistantアプリケーションを起動するさまざまな方法について説明します。使用し
ているサーバータイプおよびインストール環境のニーズに最適な方法を確認してく
ださい。

Sun Fireサーバーでサポートされた方法 説明

Oracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションCD/DVD、またはアプリ
ケーションが準備されたUSBフ
ラッシュドライブを使用し
て、サーバーでローカルに起動する。

サーバーのCD/DVDドライブに挿入されている
CD/DVDからアプリケーションを起動します。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションUSBフラッシュドライブを使
用して、サーバーでローカルに起動す
る。

サーバーのUSBポートの 1つに接続されている、準備
されたUSBフラッシュドライブからアプリケーション
を起動します。123ページの「USBフラッシュドライ
ブを使用したOracle Hardware Installation Assistantの起
動」を参照してください。

リモートコンソールを使用
し、サーバーのサービスプロセッサを介
してリモートで起動する。この方法で
は、仮想CD/DVDからOracle Hardware
Installation Assistantアプリケーションを起
動できます。

Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを
使用し、仮想CD/DVDからアプリケーションを起動し
ます。リモートコンソールアプリケーションについて
は、使用しているサーバーのOracle ILOMドキュメン
トを参照してください。

注 – Oracle ILOMには複数のバージョンがあるため、使
用しているサーバーにインストールされたバージョン
のガイドを必ず参照してください。

PXEネットワークブートイメージを使用
し、ネットワークを介してリモートで起
動する。

PXEサーバーからアプリケーションを起動します。こ
の方法を使用すると、インストール時間を大幅に低減
することができます。PXEネットワークブートの設定
方法は、89ページの「PXEベースの有人セッションの
起動」を参照してください。リモートインストールオ
プションには、ほかにも93ページの「PXEベースの無
人プロビジョニングタスクの実行」があります。

関連項目: 20ページの「ローカルまたはリモートメディアを使用してOracle
Hardware Installation Assistantを起動する方法」

Sun Fireサーバーのローカルおよびリモートメディア起動オプション
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Sun Bladeサーバーのローカルおよびリモートメ
ディア起動オプション
このセクションでは、サポートされる Sun BladeサーバーでOracle Hardware
Installation Assistantアプリケーションを起動するさまざまな方法について説明しま
す。使用しているサーバータイプおよびインストール環境のニーズに最適な方法を
確認してください。

Sun Bladeサーバーでサポートされた方法 説明

Oracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションCD/DVDを使用し
て、サーバーでローカルに起動する。

接続されているUSB CD/DVDドライブからアプリ
ケーションを起動します (サーバーモジュールには内
蔵CD/DVDドライブがありません)。この方法で
は、使用している Sun Bladeサーバーモジュールのイン
ストールドキュメントの説明に従って、VGAコン
ソールおよびキーボードとマウスをセットアップして
いることを前提としています。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションUSBフラッシュドライブを使
用して、サーバーでローカルに起動す
る。

サーバーのUSBポートの 1つに接続されている、準備
されたUSBフラッシュドライブからアプリケーション
を起動します。123ページの「USBフラッシュドライ
ブを使用したOracle Hardware Installation Assistantの起
動」を参照してください。

リモートコンソールを使用
し、サーバーのサービスプロセッサを介
してリモートで起動する。この方法で
は、仮想CD/DVDからOracle Hardware
Installation Assistantアプリケーションを起
動できます。

Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを
使用し、仮想CD/DVDからアプリケーションを起動し
ます。リモートコンソールアプリケーションについて
は、使用しているサーバーのOracle ILOMドキュメン
トを参照してください。

注 – Oracle ILOMには複数のバージョンがあるため、使
用しているサーバーにインストールされたバージョン
のガイドを必ず参照してください。

PXEネットワークブートイメージを使用
し、ネットワークを介してリモートで起
動する。

PXEサーバーからアプリケーションを起動します。こ
の方法を使用すると、インストール時間を大幅に低減
することができます。PXEネットワークブートの設定
方法は、89ページの「PXEベースの有人セッションの
起動」を参照してください。リモートインストールオ
プションには、ほかにも93ページの「PXEベースの無
人プロビジョニングタスクの実行」があります。

関連項目: 20ページの「ローカルまたはリモートメディアを使用してOracle
Hardware Installation Assistantを起動する方法」

Sun Bladeサーバーのローカルおよびリモートメディア起動オプション
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▼ ローカルまたはリモートメディアを使用してOracle Hardware
Installation Assistantを起動する方法
このセクションでは、サポートされるローカルまたはリモートメディアオプション
のいずれかを使用してOracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動す
る方法について説明します。

■ ローカルおよびリモートメディアオプションについては、17ページの「Sun
Fire/Sun Bladeサーバーのローカルおよびリモートメディア起動オプション」を参
照してください。

■ 使用しているサーバーがインターネットに接続されている必要があります (通
常、プロキシサーバーを介してアクセスします)。

サポートされる方法のいずれかを使用してアプリケーションを起動します。

■ CD/DVDを使用してローカルで起動: Oracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションCD/DVDをサーバーのCD/DVDドライブ (内蔵またはUSB接続)に挿
入し、サーバーに電源を入れるかまたはサーバーを再起動します。

■ USBフラッシュドライブを使用してローカルで起動: USB Oracle Hardware
Installation Assistantフラッシュドライブを、サーバーのUSBポートのいずれかに
直接差し込みます。BIOSセットアップユーティリティーを使用し、USBフ
ラッシュドライブから起動するようにサーバーをリダイレクトして、サーバーを
再起動します。123ページの「USBフラッシュドライブを使用したOracle
Hardware Installation Assistantの起動」を参照してください。

■ CD/DVDまたはイメージイファイルからリモートで起動: Oracle ILOMインタ
フェースを使用してリモートコンソール (またはKVMS)からサーバーのサービス
プロセッサにログインし、Remote Control Launch Redirection (リモートコント
ロール起動リダイレクション)機能を使用して、サーバーをOracle Hardware
Installation AssistantアプリケーションCD/DVDイメージが入った仮想CD/DVDド
ライブにリダイレクトします。サーバーを再起動し、このサーバーが仮想
CD/DVDドライブからブートするように指定します (通常、サーバーの起動時に
利用可能な F8メニューを使用して指定します)。

注 –リダイレクトされたCD/DVDまたは ISOメディアからのアプリケーションの
起動には、数分かかることがあります。この間、アプリケーションの起動画面が
表示され、進捗インジケータが示されます。

■ PXEベースイメージを使用してリモートで起動: PXEネットワークブートを使用
して Linuxベースの PXEサーバーからOracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションを読み込む場合は、89ページの「PXEベースの有人セッションの起
動」を参照してください。

21ページの「プロビジョニングタスクの実行方法」を参照してください。

始める前に

●

次の手順

Sun Bladeサーバーのローカルおよびリモートメディア起動オプション
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▼ プロビジョニングタスクの実行方法
この作業には、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用してプロ
ビジョニングタスクまたは復旧タスクを実行する手順が含まれます。メインタブの
ほかに、次のタブが表示されます。

■ Release Notes。このタブには、現行バージョンのOracle Hardware Installation
Assistantアプリケーションに関する最新情報が示されます。「Release Notes」タブ
は常に利用可能です。

■ About HIA。このタブには、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーション
の概要が示されます。「About HIA」を選択できるのは、オープニング画面上だ
けです。

■ Help。このタブには、画面固有のヘルプ情報が示されます。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。17ページの「ア
プリケーションの起動とプロビジョニングタスクの実行」を参照してください。

アプリケーションが起動し、「Select Your Keyboard Language」画面が表示されます。

1

Sun Bladeサーバーのローカルおよびリモートメディア起動オプション
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「Next」をクリックします。

「Remote Update」画面には、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーション
ソフトウェアをアップデートするためのオプションが示されます。

「Remote Update」画面で「Release Notes」タブをクリックします。

「Release Notes」画面が表示されます。「Release Notes」画面には、現行バージョン
のOracle Hardware Installation Assistantアプリケーションに関する重要情報が示されま
す。

確認したら、「Remote Update」タブをクリックします。

「Remote Update」画面が表示されます。

2

3

4

Sun Bladeサーバーのローカルおよびリモートメディア起動オプション
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アプリケーションをアップデートするには、「Yes」ラジオボタンを選択
し、「Next」をクリックします。Oracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションをアップデートしない場合は、手順 8に進んでください。

「Network Configuration」画面が表示されます。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションのアップデートを行うには、次
の手順を実行します。

a. サーバー上のアクティブなネットワークインタフェース (eth0など)を選択しま
す。

この操作で、アプリケーションがアップデートイメージのアクセスに使用する
ネットワークインタフェースが有効になります。サーバーに複数のネットワーク
カードが装着されている場合は、アップデートイメージファイルが存在するホス
トにアクセスできる、ネットワークに接続されたインタフェースを使用するよう
に注意してください (Oracle Hardware Installation Assistantアップデートサイトを使
用するにはインターネットアクセスが必要です)。

b. ネットワーク IP割り当て (DHCPまたは静的 IP)を選択します。

c. DHCPを選択した場合は、手順 7eに進みます。

d. 静的 IPを選択した場合は、対応するフィールドに次の情報を入力します。

5

6

Sun Bladeサーバーのローカルおよびリモートメディア起動オプション
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■ IPアドレス
■ ネットマスク
■ ゲートウェイ
■ ネームサーバー
■ ドメイン

e. インターネットアクセスにHTTPプロキシが必要な場合は、プロキシホストおよ
びプロキシポートの情報を入力します。

たとえば、次のように表示されます。

Proxy Host: webproxy.mycompany.com

Proxy Port: 8088

f. Oracle Hardware Installation Assistantのアップデートサイトへの接続を確立するに
は、「Next」をクリックします。

プロセスによって、コンポーネントがアップデートされているかどうかが確認さ
れます。アップデートが利用可能な場合、アップデートできるコンポーネントが
リスト内に表示されます。

g. アップデートを行うには、「Next」をクリックします。

アップデートが完了すると、「System Information」画面が表示されます。

ヒント –個々の情報リストを展開するには、トグルをクリックします。

Sun Bladeサーバーのローカルおよびリモートメディア起動オプション
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「System Information」画面の内容を確認し、「Next」をクリックします。

「Select a Task」画面が表示されます。

注 – OSインストール以外に追加のプロビジョニングタスクがサーバーでサポートさ
れている場合のみ、「Select a Task」画面が表示されます。そのようなタスクがサ
ポートされていない場合は、OSのインストール画面が表示されます。

7

Sun Bladeサーバーのローカルおよびリモートメディア起動オプション
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「Select a Task」画面で、次のタスクのいずれかを選択し、「Next」をクリックしま
す。

タスクに関連した情報については、次の該当するセクションを参照してください。
■ サーバーに LSIディスクコントローラが含まれており、OSブートディスクを

RAID構成の一部として含める場合は、27ページの「RAIDの設定」を参照して
ください。

■ サーバーにサポートされるOSをインストールするには、35ページの「Windows
のインストール」または43ページの「Linuxのインストール」を参照してくださ
い。

■ システムまたはコンポーネントのファームウェア (BIOS/Oracle ILOM、HBA、また
はディスクエクスパンダ)をアップデートするには、51ページの「システムおよ
びコンポーネントのファームウェアのアップデート」を参照してください。

■ 破損している、またはアクセスできないサービスプロセッサ (SP)を回復するに
は、59ページの「サービスプロセッサの回復」を参照してください。

■ Oracle ILOMユーザーを管理するには、63ページの「サービスプロセッサの設定
の構成」を参照してください。

■ ブートデバイスの優先順位を設定するには、77ページの「BIOSブートデバイス
の設定の構成」を参照してください。

8

次の手順
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RAIDの設定

このセクションでは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用し
て、RAID対応の LSIディスクコントローラ (内蔵またはオプション)を搭載した Sun
Fireおよび Sun Bladeサーバー用RAIDを構成する方法について説明します。

■ 27ページの「RAIDサポート」
■ 28ページの「RAIDボリュームを作成する方法」
■ 31ページの「RAIDボリュームを削除する方法」

RAIDサポート
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションは LSI SAS-2コントローラ
(926x、9280)を搭載したシステム上のRAID構成のみサポートしています。システム
にこれらのコントローラのいずれかが含まれていない場合は、RAID構成タスクを行
うことができません。

注 –ブートドライブをRAID構成に含める場合は、ブートドライブにOSをインス
トールする前に行う必要があります。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションは、利用可能な SASまたは
SATAディスクドライブでのみRAID 0およびRAID 1 (ミラー化)の設定に使用できま
す。SASドライブと SATAドライブを、RAIDボリュームで組み合わせて使用するこ
とはできません。SASディスクと SATAディスクを使用する場合は、別々のRAIDボ
リュームに設定する必要があります。

最大 32のRAIDボリュームをサポートしています。ホットスペアはOracle Hardware
Installation Assistantアプリケーションを使用して構成することはできません。ホット
スペアを構成するには、ディスクコントローラの BIOS設定ツールを使用します。こ
のツールは、システムブート時にキーボードの所定のキーを押すことでアクセス可
能です。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションで設定できるRAIDボリューム
のタイプは、使用しているコントローラのタイプによって異なります。

■ LSI MegaRAID (926x、9280) SAS-2コントローラの場合は次のように設定できま
す。
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■ RAID 0: 1つまたは複数の物理ディスクを使用するストライプ化ボ
リューム。データは、ボリュームを編成するすべての利用可能なディスクに対
してストライプ化されます。RAID 0には耐障害性はありませんが、特に大規
模ファイルには高いデータスループットが提供されます。

■ RAID 1:物理ディスク上のデータをミラー化するボリューム。各ボリュームの
物理ディスク数は偶数にする必要があります (2の倍数)。

関連項目: 28ページの「RAIDボリュームを作成する方法」

▼ RAIDボリュームを作成する方法

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。17ページの「ア
プリケーションの起動とプロビジョニングタスクの実行」を参照してください。

「Select a Task」画面で、「Raid Configuration」ラジオボタンを選択します。

注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。

1

2
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「Next」をクリックします。

HBAの選択画面が表示されます。
3
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ドロップダウンリストからHBAを選択して「Next」をクリックします。

「RAID Configuration」画面が表示されます。

「RAID Configuration」画面で、「Available Disks」ボックスからRAIDボリュームに含
めるディスクを選択します。

■ RAID 1またはRAID IMボリュームを作成するには、2つのディスクを選択しま
す。

■ 強化統合ミラー (IME)ボリュームを作成するには、3 - 10のディスクを選択しま
す。

■ 新規にボリュームを作成するには、ドロップダウンリストからRAIDレベル
(RAID 0またはRAID 1)を選択して利用可能な空きディスクから選択しま
す。RAID 0の場合は、1つまたは複数のディスクを選択します。RAID 1の場合
は、偶数個のディスクを選択します。

注 –このインタフェースでは、ボリュームごとにディスクコントローラがサポートし
ている数を超えるディスクを選択することはできません。コントローラが IMEボ
リュームをサポートしていない場合は、ボリュームごとに 2つのディスクしか選択
できません。

4
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「Create Volume」ボタンをクリックします。

ボリュームが作成されて、「Created Volumes」ボックスに表示されます。

注 – RAIDボリュームに含まれるディスクは「Available Disks」ボックスには表示され
ません。

RAIDボリュームの作成後は、ブートボリュームにOSをインストールできます。
■ 35ページの「Windowsのインストール」
■ 43ページの「Linuxのインストール」

31ページの「RAIDボリュームを削除する方法」

▼ RAIDボリュームを削除する方法

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。17ページの「ア
プリケーションの起動とプロビジョニングタスクの実行」を参照してください。

「Select a Task」メニューが表示されます。

6

次の手順

参照

1

RAIDサポート

31



注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。

「RAID Configuration」タスクを選択して「Next」をクリックします。

HBAの選択画面が表示されます。
2
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ドロップダウンリストからHBAを選択して「Next」をクリックします。
「RAID Configuration」画面が表示されます。

「Created Volumes」ボックスから削除するRAIDボリュームを選択し、「Delete
Volume」ボタンをクリックします。

注意 –データ損失が発生します。ボリュームを削除するとボリュームのデータがすべ
て消去されます。

ボリュームが削除されて、ボリューム内にあったディスクが「Available
Disks」ボックスに表示されます。

アプリケーションを終了するには、「Exit」をクリックするか、「Back」をクリック
してその他のプロビジョニングタスクを続行します。

3
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Windowsのインストール

このセクションでは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用し
てサポート対象のMicrosoft Windows OSをインストールする方法について説明しま
す。このアプリケーションはサポート対象のオペレーティングシステムのインス
トールを支援するものであるため、タスクを完了するためには、ライセンス製品版
のOS配布メディアが必要になります。

注 – Oracleから提供およびOracle Hardware Installation Assistantアプリケーションに
よってインストールされるシステムおよびOSレベルのデバイスドライバの一覧につ
いては、Oracle Hardware Installation AssistantのCD/DVD内の readme.htmlファイルお
よび使用するサーバーの「ご使用にあたって」を参照してください。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションとローカルまたはリモートメ
ディアを使用してWindowsをインストールするには、35ページの「ローカルまたは
リモートメディアを使用してWindowsをインストールする方法」を参照してくださ
い。

▼ ローカルまたはリモートメディアを使用してWindowsをインス
トールする方法
■ サーバーに LSIベースのRAIDコントローラが内蔵されていて、ブートドライブ
をRAID構成の一部に含める場合は、オペレーティングシステムをインストール
する前にRAIDボリュームを構成する必要があります。27ページの「RAIDの設
定」を参照してください。

■ Sun StorageTek RAIDディスクコントローラ (Adaptecベース)を使用している場合
は、Adaptec RAID Configuration Utilityを使用してアレイボリュームを構成する必
要があります (Adaptec RAID Configuration Utilityを利用するには、サーバーの
ブートプロセスでプロンプトが表示されたときにCtrl-Aを押します)。これ
は、RAIDを使用するかどうかに関わらず実行する必要があります。これを行う
手順については、使用しているプラットフォームのインストールガイドを参照し
てください。

■ 以下の手順では、ローカルCD/DVDドライブアクセスを前提としていま
す。ローカルのUSBフラッシュドライブを使用する場合 (123ページの「USBフ
ラッシュドライブを使用したOracle Hardware Installation Assistantの起動」を参

始める前に
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照)、またはCD-ROMリダイレクトを使用してリモートコンソール (KVMS)から
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動する場合は、それに
応じて手順を変更してください。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。17ページの「ア
プリケーションの起動とプロビジョニングタスクの実行」を参照してください。

「Select a Task」画面で、「Operating System Installation」ボタンをクリックします。

注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。

1
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「Next」をクリックします。
「Install Media」画面が表示されます。

使用するOSのサポート対象バージョンを確認するには、トグルをクリックしてリス
ト表示を展開します。

注 – Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用して、サポート対象外の
バージョンのOSをインストールすることはできません。

OSインストールメディアの場所を選択するには、該当するボタンをクリックしま
す。
メディアの配布方法として次のオプションが用意されています。

■ CD/DVD:このオプションを選択すると、ローカルのCD/DVD、リダイレクト先
のCD/DVD、または ISO CD-ROMイメージからOSソースをインストールするこ
とができます。

■ Network (Linux):このオプションを選択すると、Linuxシステム上のネットワーク
共有からOSソースをインストールすることができます。

■ Network (Windows):このオプションを選択すると、Windowsシステム上のネット
ワーク共有からOSソースをインストールすることができます。

選択したインストールメディアの場所に応じて、次のいずれかの手順を実行しま
す。

■ ローカルのCD/DVDからインストールする場合は、手順 7に進みます。

3
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■ リダイレクト先のCD/DVDまたは ISO CD-ROMイメージからインストールする場
合は、手順 8に進みます。

■ ネットワークの共有ドライブからインストールする場合は、手順 9に進みます。

ローカルのCD/DVDからインストールする場合は、「Install Media Information」画面で
次の作業を行います。

a. 「CD/DVD」ラジオボタンを選択します。

b. 「CD Location」ドロップダウンリストからサーバーのCD/DVDドライブを選択しま
す。

c. Oracle Hardware Installation AssistantのCD/DVDをドライブから取り出して、OS
ディストリビューションの最初のCDをドライブに挿入します。

d. 「Install Media Information」画面で「Next」をクリックし、手順 12に進みます。

サーバーのOracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用してリダイレク
ト先のCD/DVDまたは ISO CD-ROMイメージからインストールする場合は、「Install
Media Information」画面で次の作業を行います。

a. 「CD/DVD」ラジオボタンを選択します。

b. 「CD Location」ドロップダウンリストから仮想CD-ROMを選択します。

c. サーバーのOracle ILOMリモートコンソールで、次のいずれかの方法を使用し
て、OSインストールメディア (CD-ROMまたは CD-ROM Image)をリダイレクトしま
す。

■ CD/DVDドライブからOracle Hardware Installation Assistantアプリケーション
をブートした場合は、このドライブからCDを取り出して、OSの最初の
ディスクをドライブに挿入します。リモートコンソールの「Devices」メ
ニューから「CD-ROM」オプションを選択します。

■ ISO CD-ROMイメージからOracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションをブートした場合は、「Devices」メニューで「CD-ROM Image」の選
択を解除してから「CD-ROM Image」を再度選択し、ISO OS CD-ROMイメージの
場所を指定します。

d. 完了したら、「Install Media Information」画面で「Next」をクリックし、手順 12に
進みます。

7
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ネットワーク共有ドライブからインストールする場合は、「Install Media
Information」画面で次の作業を行います。

a. 「Network (Windows)」ラジオボタンが選択されていることを確認します。

b. 表示されるアドレスバーで、Windows ISOイメージメディアにアクセスするための
httpまたは ftpのネットワークアドレスを指定します。下の表の例を参照してくだ
さい。

オペレーティングシステムで複数のイメージ (たとえば、CD1、CD2)を使用する
場合に備えて、複数のアドレスフィールドが用意されています。

注 – URLアドレスの中でスペースを使用することはできません。

転送方法 OSソースの場所 入力内容

HTTP ディレクトリ内
の ISOイメージ
ファイル

OSインストール用の ISOイメージファイルを格納する
ディレクトリへのパス。例 :

http://hostname_or_IPaddress/imagepath/ISOimage.iso

FTP ディレクトリ内
の ISOイメージ
ファイル

OSインストール用の ISOイメージファイルを格納する
ディレクトリへのパス。例 :

ftp://hostname_or_IPaddress/imagepath/ISOimage.iso

上記の表で、hostname_or_IPaddressはイメージファイルを格納するサーバーのホ
スト名または IPアドレスのいずれかで、ISOimage.isoはWindows OSのインス
トール用 ISOイメージ (.iso)ファイルです。Windowsの場合は、必要な ISOファイ
ルへの完全なパスを記載する必要があります。

c. 「Next」をクリックします。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションは、挿入されたメディアを
チェックしてサポート対象のバージョンであることを確認し、「Identifying
Distribution」画面にその結果を表示します。

一覧からオプションカードを選択する場合は、カード名の横にあるチェックボック
スをクリックします。

完了したら、「Next」をクリックします。

Windows Server 2003をインストールする場合は、「Windows Preinstallation
Information」画面が表示されます。必要な情報を入力して「Next」をクリックし、手
順 15に進みます。
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Windows Server 2008をインストールする場合は、「Setup WinPE Environment」画面が
表示されます (下図を参照)。ドロップダウンリストからWinPEパーティションの
ブートディスクを選択し、「Next」をクリックします。

注 –このパーティションは、Windows Server 2008のインストールに必要です。

Windows Server 2008インストール用のWinPEパーティションが作成されます。

13
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Windows Server 2008のインストールでは、OSのパーティションを選択する画面が表
示されます (下図を参照)。WinPEパーティション以外のディスク上の使用可能な領域
を選択して、「Next」をクリックします。

注 –ディスクの最初の 8 GBはWinPEパーティション用に確保されているため、他の
用途に使用することはできません。

Windowsのブートパーティションが作成され、OSのプレインストール環境が整いま
す。

インストールするWindowsのバージョンに応じて、「Installing Additional
Software」画面が表示される場合があります。表示された情報を確認して、エラーが
ないことを確認します。

注 –インストール中にエラーが発生している場合は、SunInstallationAssistant.log

ファイルでさらに詳しく調べます。

Oracle Hardware Installation Assistantのメディアを取り出して、「Reboot」をクリック
します。

サーバーは、新しくインストールしたOSで起動します。画面の指示に従って、OS
のセットアップタスクを完了します。
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注 –ディスク 0以外のディスクにOSをインストールする場合は、システムのブート
順序を変更して正しいブートディスクを識別する必要があります。これには、シス
テムの BIOSセットアップユーティリティ (ディスクが内蔵のディスクコントローラ
に接続されている場合)、またはオプションカードの BIOSセットアッププログラム
(ディスクがオプションのHBAに接続されている場合)を使用します。使用するシス
テムまたはオプションカードのドキュメントの手順に従って、ブート順序を設定し
ます。

注 – Windows Server 2008の管理者アカウントの既定のパスワードは changemeです。

OSのインストールが完了したら、必要に応じて、以下のポストインストールタスク
を実行します。
■ Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションによってインストールされ
ないサーバー用の追加ドライバをインストールして設定します。これに
よって、設置されたサーバーコンポーネントやオプションカードでサポートされ
た機能が利用できるようになります (たとえば、追加ドライバには、ACPI、ビデ
オ、ネットワーク、大容量記憶装置などが含まれます)。追加ドライバ
は、サーバー用の最新の Tools and Drivers CD/DVDに用意されていることがありま
す。

■ サーバー上の最新の Tools and Drivers CD/DVDに用意されているOracle固有のオプ
ションソフトウェアをインストールします。

■ Sun Service Tagsをインストールします。インストールファイルはOSのインス
トール時にサーバーに自動的にコピーされますが、正しくインストールするため
に必ずシステム管理者が実行する必要があります。135ページの「Service Tagsの
インストール」を参照してください。

次の手順
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Linuxのインストール

このセクションでは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用し
てサポート対象の Linux OSをインストールする方法について説明します。このアプ
リケーションはサポート対象のオペレーティングシステムのインストールを支援す
るものであるため、タスクを完了するためには、ライセンス製品版のOS配布メ
ディアが必要になります。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションでは、オプションのアクセサリ
カードやその他のシステムハードウェア用にOracleによって認定されたOSレベルの
デバイスドライバが利用できます。Oracle Hardware Installation Assistantを使用する
と、オペレーティングシステムをインストールする前に、別のメディアからOSレベ
ルのデバイスドライバを入手する必要がありません。

注 – Oracle Hardware Installation Assistantによって提供およびインストールされるシス
テムおよびOSレベルのデバイスドライバの一覧については、Oracle Hardware
Installation Assistantの CD/DVD内の readme.htmlファイルおよび使用する
サーバーの「ご使用にあたって」を参照してください。

ローカルまたはリモートメディアを使用して Linuxをインストールする場合は、以下
の手順を参照してください。

■ 43ページの「ローカルまたはリモートメディアを使用して Linuxをインストール
する方法」

▼ ローカルまたはリモートメディアを使用して Linuxをインス
トールする方法
■ サーバーに LSIベースのRAIDコントローラが内蔵されていて、ブートドライブ
をRAID構成の一部に含める場合は、オペレーティングシステムをインストール
する前にRAIDボリュームを構成する必要があります。27ページの「RAIDの設
定」を参照してください。

■ Sun StorageTek RAIDディスクコントローラ (Adaptecベース)を使用している場合
は、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションからアクセスできるよ
うにするために、Adaptec RAID Configuration Utilityを使用してアレイボリューム
を構成する必要があります (Adaptec RAID Configuration Utilityを利用するに

始める前に
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は、サーバーのブートプロセスでプロンプトが表示されたときにCtrl-Aを押しま
す)。これは、RAIDを使用するかどうかに関わらず実行する必要があります。こ
れを行う手順については、使用しているプラットフォームのインストールガイド
を参照してください。

■ 以下の手順では、ローカルCD/DVDドライブアクセスを前提としていま
す。ローカルのUSBフラッシュドライブを使用する場合 (123ページの「USBフ
ラッシュドライブを使用したOracle Hardware Installation Assistantの起動」を参
照)、またはCD-ROMリダイレクトを使用してリモートコンソール (KVMS)から
アプリケーションを起動する場合は、それに応じて手順を変更してください。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。17ページの「ア
プリケーションの起動とプロビジョニングタスクの実行」を参照してください。

「Select a Task」画面で「Operating System Installation」ラジオボタンを選択します。

注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。
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「Next」をクリックします。

「Install Media Information」画面が表示されます。

使用するOSのサポート対象バージョンを確認するには、トグルをクリックしてリス
ト表示を展開します。

注 – Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用して、サポート対象外の
バージョンのOSをインストールすることはできません。

「Install Media Information」画面で、OSインストールメディアの場所を指定しま
す。次のいずれかのオプションを選択します。

■ CD/DVD:このオプションを選択すると、ローカルのCD/DVD、リダイレクト先
のCD/DVD、または ISO CD-ROMイメージからOSソースをインストールするこ
とができます。

■ Network (Linux):このオプションを選択すると、Linuxシステム上のネットワーク
共有からOSソースをインストールすることができます。

■ Network (Windows):このオプションを選択すると、Windowsシステム上のネット
ワーク共有からOSソースをインストールすることができます。

選択したインストールメディアの場所に応じて、次のいずれかの手順を実行しま
す。

■ ローカルのCD/DVDからインストールする場合は、手順 7に進みます。
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■ リダイレクト先のCD/DVDまたは ISO CD-ROMイメージからインストールする場
合は、手順 8に進みます。

■ ネットワークの共有ドライブからインストールする場合は、手順 9に進みます。

ローカルのCD/DVDからインストールする場合は、「Install Media Information」画面で
次の作業を行います。

a. 「CD/DVD」ラジオボタンを選択します。

b. 「CD Location」ドロップダウンリストからサーバーのCD/DVDドライブを選択しま
す。

c. Oracle Hardware Installation AssistantのCD/DVDをドライブから取り出して、OS
ディストリビューションの最初のCDをドライブに挿入します。

注 – Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションをブートするのに使用し
たCD/DVDドライブとは別のCD/DVDドライブの使用を選択した場合は、Oracle
Hardware Installation Assistantによって Linuxインストールメディアが認識されな
いことがあります。そのため、アプリケーションの起動に使用したのと同じドラ
イブに Linux OSメディアを挿入するようにしてください。

d. 「Install Media Information」画面で「Next」をクリックします。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションは、挿入されたメディアを
チェックしてサポート対象のバージョンであることを確認し、「Identifying
Distribution」画面にその結果を表示します。

e. 表示されたリストからオプションカードを選択します。

アプリケーションによって、インストール中にオプションカードのドライバがイ
ンストールされます。

f. OSのインストーラを起動する場合は、「Next」をクリックします。

g. 手順 10に進みます。

Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用してリダイレクト先の
CD/DVDまたは ISO CD-ROMイメージからインストールする場合は、「Install Media
Information」画面で次の作業を行います。

a. 「CD/DVD」ラジオボタンを選択します。

b. 「CD Location」ドロップダウンリストから仮想CD-ROMを選択します。

7
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c. サーバーのOracle ILOMリモートコンソールで、次のいずれかの方法を使用し
て、OSインストールメディア (CD-ROMまたは CD-ROM Image)をリダイレクトしま
す。

■ CD/DVDドライブからOracle Hardware Installation Assistantアプリケーション
をブートした場合は、このドライブからOracle Hardware Installation Assistantの
CDを取り出して、OSの最初のディスクをドライブに挿入します。Oracle
ILOMリモートコンソールで、「Devices」メニューから「CD-ROM」オプション
を選択します。

■ ISO CD-ROMイメージからOracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションをブートした場合は、「Devices」メニューで「CD-ROM Image」の選
択を解除してOracle Hardware Installation Assistantの ISOイメージをアンマウン
トしてから、「CD-ROM Image」を再度選択して ISO OS CD-ROMイメージの場
所を指定します。

d. 完了したら、「Install Media Information」画面で「Next」をクリックします。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションは、挿入されたメディアを
チェックしてサポート対象のバージョンであることを確認し、「Identifying
Distribution」画面にその結果を表示します。

e. 表示されたリストからオプションカードを選択します。

アプリケーションによって、インストール中にオプションカードのドライバがイ
ンストールされます。

f. OSのインストーラを起動する場合は、「Next」をクリックします。

g. 手順 10に進みます。

ネットワーク共有ドライブからインストールする場合は、「Install Media
Information」画面で次の作業を行います。

a. 「Network (Linux)」ラジオボタンが選択されていることを確認します。

b. アドレスバーで、Linuxの抽出 ISOメディアにアクセスするためのhttpまたは ftp
のネットワークアドレスを指定します (.isoファイルはこの方法には使用できませ
ん)。下の表の例を参照してください。

オペレーティングシステムで複数のイメージ (たとえば、CD1、CD2)を使用する
場合に備えて、複数のアドレスフィールドが用意されています。

注 – URLアドレスの中でスペースを使用することはできません。

9
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転送方法 OSソースの場所 入力内容

HTTP ISOイメージから
ディレクトリに
抽出する内容

OSインストール用の抽出 ISOファイルを含むディレクトリ
へのパス。例 :

http://hostname_or_IPaddress/extractedISOdirectory

FTP ISOイメージから
ディレクトリに
抽出する内容

OSインストール用の抽出 ISOファイルを含むディレクトリ
へのパス。例 :

ftp://hostname_or_IPaddress/extractedISOdirectory

上記の表で、hostname_or_IPaddressは ISOイメージを格納するサーバーのホスト
名または IPアドレスのいずれかで、extractedISOdirectoryは Linux OSのインス
トール用 ISOイメージファイルを含むディレクトリです。Linuxの場合は、ISOイ
メージソースファイルを含むディレクトリへのパスを使用する必要があります
(URLパスに個別のファイルを含めることはできません)。

c. 「Next」をクリックします。

OSインストーラが起動したら、インストール内容に応じて、次のいずれかを実行し
ます。

■ リダイレクト先のCDまたは ISOイメージから Linuxをインストールする場合
は、次の手順に進みます。

プレインストール環境を使用する Linux OSをインストールする場合
は、「Preinstallation Environment」セットアップ画面が表示されます (下図を参
照)。プレインストール環境パーティションのブートディスクを選択し、「Next」を
クリックします。

インストールする Linuxのバージョンに応じて、「Installing Additional Software」画面
が表示される場合があります。Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーション
によって、追加のソフトウェアやドライバがインストールされます。

表示された情報を確認して、エラーがないことを確認します。

インストール中にエラーが発生している場合は、SunInstallationAssistant.log

ファイルでさらに詳しく調べます。

Oracle Hardware Installation Assistantのメディアを取り出して、「Reboot」をクリック
します。

OSがインストールされたハードディスクから起動します。表示される画面の指示に
従って、OSのセットアップタスクを完了します。

10
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注 –ディスク 0以外のディスクにOSをインストールする場合は、システムのブート
順序を変更して正しいブートディスクを識別する必要があります。これには、シス
テムの BIOSセットアップユーティリティ (ディスクが内蔵のディスクコントローラ
に接続されている場合)、またはオプションカードの BIOSセットアッププログラム
(ディスクがオプションのHBAに接続されている場合)を使用します。使用するシス
テムまたはオプションカードのドキュメントの手順に従って、ブート順序を設定し
ます。

必要に応じて、以下のポストインストールタスクを実行します。
■ Linux OSのベンダーのWebサイトから、最新の Linux OSのアップデートおよび修
正をダウンロードして、インストールします。

■ Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションによってインストールされ
ないサーバー用の追加ドライバをインストールして設定します。これに
よって、設置されたサーバーコンポーネントやオプションカードでサポートされ
た機能が利用できるようになります (たとえば、追加ドライバには、ACPI、ビデ
オ、ネットワーク、大容量記憶装置などが含まれます)。追加ドライバ
は、サーバー用の最新の Tools and Drivers CD/DVDに用意されていることがありま
す。

■ サーバー上の最新の Tools and Drivers CD/DVDに用意されているサーバー固有のオ
プションソフトウェアとユーティリティをインストールします。

■ Sun Service Tagsをインストールします。インストールファイルはOSのインス
トール時にサーバーに自動的にコピーされますが、正しくインストールするため
に必ずサーバーのシステム管理者が実行する必要があります。135ページ
の「Service Tagsのインストール」を参照してください。

次の手順

Linuxのインストール
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システムおよびコンポーネントの
ファームウェアのアップデート

このセクションでは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用し
て、システム BIOS、Oracle ILOM、ディスクコントローラのHBA、およびディスク
エクスパンダのファームウェアをアップデートする方法について説明します。

■ 51ページの「システム BIOSおよびOracle ILOMのファームウェアのアップ
デート方法」

■ 54ページの「エクスパンダファームウェアのアップデート方法」
■ 56ページの「HBAファームウェアのアップデート方法」

注 – Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションのファームウェアアップ
デート機能をサポートする全システムのリストについては、Oracle Hardware
Installation AssistantのCD/DVDの readme.htmlファイルと使用している
サーバーの「ご使用にあたって」を参照してください。

▼ システムBIOSおよびOracle ILOMのファームウェアのアップ
デート方法
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用して、システムの
ファームウェアをアップデートします。

注 – Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションでは、ファームウェアの
アップデートのみ行うことができます。ファームウェアのダウングレードは行えま
せん。

サーバーがその管理ポートにネットワーク経由でアクセス可能である必要がありま
す。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。17ページの「ア
プリケーションの起動とプロビジョニングタスクの実行」を参照してください。

「Select a Task」画面が表示されます。

始める前に

1
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注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。

「Select a Task」画面で、「System BIOS and ILOM Upgrades」ラジオボタンを選択し
て「Next」をクリックします。

使用しているサーバーで帯域内アップグレード (ネットワークではなく、サーバーの
内部回路を使用)をサポートする場合は、「System BIOS and ILOM Upgrades (帯域内イ
ンタフェースを使用)」および「System BIOS and ILOM Upgrades (ネットワークインタ
フェースを使用)」というシステム BIOSとOracle ILOMのアップグレード用の 2つの
オプションがタスクリスト内に表示されます。

注 –帯域内アップデートは、完了するまでに最大で 40分かかることがあるため、使
用しているサーバーのサービスプロセッサが接続されていない場合、またはネット
ワーク経由でアクセスできない場合にのみ推奨します。

サーバーの SPにログイン情報を入力して、「Next」をクリックします。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションでは、既存のシステム BIOSと
Oracle ILOMの各バージョンを、使用可能な最新バージョンと比較して表示します。

2
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注 –次のスクリーンショットはその 1例です。使用しているサーバーの情報は異なる
可能性があります。

注 –現在のセッション中にOracle Hardware Installation Assistant Updateを実行した場合
(20ページの「ローカルまたはリモートメディアを使用してOracle Hardware
Installation Assistantを起動する方法」で説明)は、最新の BIOSとOracle ILOMの各
バージョンがOracleのソフトウェアダウンロードサイトから取得されています。

システムBIOSおよびOracle ILOMのファームウェアをアップデートするに
は、「Next」をクリックします。

さらに新しいバージョンのコードが存在する場合は、アップデートが開始されま
す。

注意 –システムBIOSおよび ILOMのファームウェアが破損する可能性がありま
す。アップデート処理を中断しないでください。この処理は、完了までに最大 10分
かかることがあります。
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アップデートが完了すると、SPがリセットされます。Oracle ILOMリモートコン
ソールアプリケーションとの接続は切断されます。

アップデートされたファームウェアを使用するには、システムの電源を入れるかま
たは再起動します。

■ 54ページの「エクスパンダファームウェアのアップデート方法」
■ 56ページの「HBAファームウェアのアップデート方法」

▼ エクスパンダファームウェアのアップデート方法
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用して、サポートされるエ
クスパンダのファームウェアをアップデートします。

注 – Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションでは、ファームウェアの
アップデートのみ行うことができます。ファームウェアのダウングレードは行えま
せん。

5

参照
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Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。17ページの「ア
プリケーションの起動とプロビジョニングタスクの実行」を参照してください。

「Select a Task」画面が表示されます。

注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。

「Select a Task」画面で、「Expander Firmware Upgrade」ラジオボタンを選択し
て「Next」をクリックします。

「Expander Firmware Update」画面が表示されます。この画面には、検出されたエク
スパンダ、それらの現在のファームウェアバージョン、および使用可能なファーム
ウェアバージョンが一覧表示されます。

アップデートするエクスパンダを選択します。

「Next」をクリックします。

エクスパンダファームウェアのアップデート処理が開始されます。

画面上の指示に従い、アップデートを完了します。

1

2

3

4

5

システムおよびコンポーネントのファームウェアのアップデート

55



注 –アップデートされたコードは、再起動するまで使用されません。

■ 51ページの「システム BIOSおよびOracle ILOMのファームウェアのアップデート
方法」

■ 56ページの「HBAファームウェアのアップデート方法」

▼ HBAファームウェアのアップデート方法
ホストバスアダプタ (HBA)は、内蔵ディスクまたはサーバーに接続された外付け
ディスクを制御します。Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用
して、サポートされるアダプタのファームウェアをアップデートします。

注 – Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションでは、ファームウェアの
アップデートのみ行うことができます。ファームウェアのダウングレードは行えま
せん。

Oracle Hardware Installation AssistantのHBAファームウェアアップデート処理に
よって、接続されたストレージ上のデータに破損が生じることはありません
が、HBAに接続されたストレージのフルバックアップを作成しておくことを推奨し
ます。

参照

始める前に
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Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。17ページの「ア
プリケーションの起動とプロビジョニングタスクの実行」を参照してください。

「Select a Task」画面が表示されます。

注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。

「Select a Task」画面で、「HBA Firmware Upgrade」ラジオボタンをクリック
し、「Next」をクリックします。

「HBA Firmware Upgrade」画面が表示されます。この画面には、検出されたホストバ
スアダプタ、現在のファームウェアバージョン、およびアップデート可能な
バージョンが一覧表示されます。

注 –現在のセッション中にOracle Hardware Installation Assistant Updateを実行した場合
(20ページの「ローカルまたはリモートメディアを使用してOracle Hardware
Installation Assistantを起動する方法」で説明)は、ソフトウェアダウンロードサイト
からの最新のコードが取得されています。
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「Firmware/BIOS Installed」列と「Firmware/BIOS Available」列に表示された 2つの
ファームウェアバージョンを比較します。

2つバージョンが同じ場合、インストールされているファームウェアは最新です。

2つのバージョンが異なる場合は、アップデートするホストバスアダプタのチェック
ボックスをクリックします。

注 –マルチコントローラシステムでは、すべてのコントローラを同じファームウェア
バージョンにするようにしてください。ただし、ブート用ではないコントローラを
最初にアップデートし、機能を確認してからブート用コントローラをアップデート
することを推奨します。

HBAファームウェアをアップデートするには、「Upgrade Firmware」ボタンをク
リックします。

画面上の指示に従い、アップデートを完了します。

注 –アップデートされたコードは、再起動するまで使用されません。

■ 51ページの「システム BIOSおよびOracle ILOMのファームウェアのアップデート
方法」

■ 54ページの「エクスパンダファームウェアのアップデート方法」
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サービスプロセッサの回復

注 –この機能はサーバーによっては実行できません。

このセクションでは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用し
て、破損しているかまたはアクセスできないサービスプロセッサ (SP)を回復する方
法について説明します。 SPの回復には、次の 2つの手順のプロセスがあります。

1. SPファームウェアの回復 (SPへのアクセスを回復するため)

2. システム BIOSとOracle ILOMのファームウェアのアップデート (システム BIOSと
Oracle ILOMのコードをサポートされるレベルまでアップデートするため)

注 – Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションの SPの回復機能をサポート
する全システムのリストについては、Oracle Hardware Installation AssistantのCD/DVD
の readme.htmlファイルと使用しているサーバーの「ご使用にあたって」を参照して
ください。

次の手順を使用して SPを回復します。

■ 59ページの「サービスプロセッサの回復方法」

▼ サービスプロセッサの回復方法

注 –この機能はサーバーによっては実行できません。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。17ページの「ア
プリケーションの起動とプロビジョニングタスクの実行」を参照してください。

「Select a Task」画面が表示されます。
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注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。

「Task Selection」画面で、「SP Recovery」タスクを選択して「Next」をクリックしま
す。

「Service Processor Recovery」画面が表示されます。

注意 –この機能は、機能している (動作中の) SPに対しては使用しないでください。こ
のタスクは、機能していないサービスプロセッサを修復するためにのみ使用してく
ださい。

「Service Processor Recovery」画面で、「Next」をクリックして回復を開始します。

画面上の指示に従って回復を完了します。

回復ウィザードによって、次の 2つの手順のプロセスを実行できます。

■ 最初の手順では、サービスプロセッサを回復します。この処理は最大で 20分か
かる場合があります。

2

3

4

サービスプロセッサの回復

Oracle Hardware Installation Assistant 2.5ユーザーズガイド x86サーバー版 • 2011年 4月60



■ 2番目の手順では、システム BIOSとOracle ILOMのアップデートを実行し、シス
テムファームウェアをサポートされているリビジョンにアップグレードします。

51ページの「システム BIOSおよびOracle ILOMのファームウェアのアップデート方
法」

次の手順

サービスプロセッサの回復
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サービスプロセッサの設定の構成

このセクションでは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用し
て、Oracle ILOMの識別情報、ネットワーク情報、ユーザーアカウント、システムク
ロックなど、サービスプロセッサの設定の特定のセットを構成および管理する方法
について説明します。

ここで説明する手順の具体的な内容は次のとおりです。

■ 64ページの「サービスプロセッサ識別情報の設定の構成方法」
■ 67ページの「ネットワーク情報の設定の構成方法」
■ 70ページの「Oracle ILOMユーザーアカウントの管理方法」
■ 73ページの「システムクロックの設定方法」
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▼ サービスプロセッサ識別情報の設定の構成方法

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。20ページ
の「ローカルまたはリモートメディアを使用してOracle Hardware Installation Assistant
を起動する方法」を参照してください。

「Select a Task」画面が表示されます。

注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。
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「Select a Task」画面で、「Service Processor Configuration」を選択して、「Next」をク
リックします。

「Service Processor Configuration」画面が表示されます。
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ドロップダウンリストから、「Identification Information」を選択します。

SP識別情報のフィールドが表示されます。

適切なフィールドに、次のOracle ILOM設定の情報を入力します。

■ SP Hostname:ホスト名を入力します。ホスト名はアルファベットで始める必要が
あり、長さは 60文字以下、使用できる文字は英数字、ハイフン、アンダースコア
のみです。

■ SP System Contact:連絡先担当者の名前を入力します。引用符以外のすべての文字
を使用できます。

■ SP System Location:システムの物理的な場所の名前を入力します。引用符以外の
すべての文字を使用できます。

■ SP System Identifier:システムを識別する名前を入力します。引用符以外のすべて
の文字を使用できます。

情報を保持するには、「Save」をクリックします。

アプリケーションを終了するには、「Exit」をクリックします。続けて他のプロビ
ジョニングタスクを実行するには、「Back」をクリックします。

■ 67ページの「ネットワーク情報の設定の構成方法」
■ 70ページの「Oracle ILOMユーザーアカウントの管理方法」
■ 73ページの「システムクロックの設定方法」
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▼ ネットワーク情報の設定の構成方法

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。20ページ
の「ローカルまたはリモートメディアを使用してOracle Hardware Installation Assistant
を起動する方法」を参照してください。

「Select a Task」画面が表示されます。

注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。
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「Select a Task」画面で、「Service Processor Configuration」を選択して、「next」をク
リックします。

「Service Processor Configuration」画面が表示されます。
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ドロップダウンリストから、「Network Information」を選択します。

「Network Configuration」のフィールドが表示されます。

適切なフィールドに、次のOracle ILOM設定の情報を入力します。

■ IP Discovery Mode:システムがDHCPまたは静的 IP割り当てのどちらを使用する
かを、適切なボタンをクリックして選択します。

■ IP Address:静的 IP割り当てを選択した場合は、SPの IPアドレスを指定します。
■ Netmask:静的 IP割り当てを選択した場合は、SPのネットマスクを指定します。
■ Gateway:静的 IP割り当てを選択した場合は、SPのゲートウェイアドレスを指定
します。

情報を保持するには、「Save」をクリックします。

アプリケーションを終了するには、「Exit」をクリックします。続けて他のプロビ
ジョニングタスクを実行するには、「Back」をクリックします。

■ 64ページの「サービスプロセッサ識別情報の設定の構成方法」
■ 70ページの「Oracle ILOMユーザーアカウントの管理方法」
■ 73ページの「システムクロックの設定方法」
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▼ Oracle ILOMユーザーアカウントの管理方法
「User Accounts」画面では、Oracle ILOMのユーザーを管理できます。以下のことを
行うことができます。

■ ユーザーを追加する。
■ ユーザーの役割と特権を変更する。
■ ユーザーを削除する。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。20ページ
の「ローカルまたはリモートメディアを使用してOracle Hardware Installation Assistant
を起動する方法」を参照してください。

「Select a Task」画面が表示されます。

注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。
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「Select a Task」画面で、「Service Processor Configuration」を選択して、「next」をク
リックします。

「Service Processor Configuration」画面が表示されます。

2
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ドロップダウンリストから「User Accounts」を選択します。
「User Accounts」画面が表示されます。

ユーザーアカウントを管理するには、以下から 1つ以上の処理を実行します。

a. ユーザーを追加するには、「Add User」をクリックします。
固有のユーザー名を入力し、役割 (「Basic」または「Advanced」)をドロップダウ
ンリストから選択し、特権を設定し、パスワードを入力します。

注 –ユーザーの最大数は 10です。

b. 既存のユーザーを変更するには、リストからユーザーを選択して、「Modify
User」をクリックします。
役割、特権、およびパスワードを変更できます。

c. ユーザーを削除するには、リストからユーザーを選択して、「Delete User」をク
リックします。

アプリケーションを終了するには、「Exit」をクリックします。続けて他のプロビ
ジョニングタスクを実行するには、「Back」をクリックします。

■ 64ページの「サービスプロセッサ識別情報の設定の構成方法」
■ 67ページの「ネットワーク情報の設定の構成方法」
■ 73ページの「システムクロックの設定方法」
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▼ システムクロックの設定方法

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。20ページ
の「ローカルまたはリモートメディアを使用してOracle Hardware Installation Assistant
を起動する方法」を参照してください。

「Select a Task」画面が表示されます。

注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。
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「Select a Task」画面で、「Service Processor Configuration」を選択して、「next」をク
リックします。

「Service Processor Configuration」画面が表示されます。
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ドロップダウンリストから「Clock Settings」を選択します。

「Clock Settings」画面が表示されます。

以下から 1つ以上の処理を実行します。

注 –「Synchronize Time Using NTP」チェックボックスが選択されている場合
は、「Date」、「Time」、および「Timezone」の各フィールドは変更できません。

a. 日付を設定するには、次の形式で日付を入力します。

mm/dd/yyyy

mmは月、ddは日、yyyyは年です。

b. 時刻を設定するには、ドロップダウンリストから時と分を選択します。

c. タイムゾーンを設定するには、ドロップダウンリストからサーバーのタイム
ゾーンを選択します。

d. NTPサーバーを使用して時刻を設定および同期するには、「Synchronize Time Using
NTP Enabled」チェックボックスを選択し、NTPサーバーの IPアドレスを指定しま
す。

変更を保持するには、「Save」をクリックします。
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アプリケーションを終了するには、「Exit」をクリックします。続けて他のプロビ
ジョニングタスクを実行するには、「Back」をクリックします。

■ 64ページの「サービスプロセッサ識別情報の設定の構成方法」
■ 67ページの「ネットワーク情報の設定の構成方法」
■ 70ページの「Oracle ILOMユーザーアカウントの管理方法」
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BIOSブートデバイスの設定の構成

このセクションでは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションの BIOS
構成の設定を使用して、BIOSブートデバイスの設定を構成する方法について説明し
ます。システムブートデバイスの順序または一時的な 1回限りのブートデバイスを
設定できます。階層リストで順序の設定を調整することで、システム内にある
ブート可能デバイスの優先順位を指定できます。次回のブート時のブートデバイス
を設定すると、いずれかのブートデバイスオプションを選択し、一時的な 1回限り
のブートのためにブート順序を無効にできます。

注 –ブートデバイスの順序は不揮発性です。バッテリでバックアップされたCMOSス
トレージ内に存在するので、再起動したり電源を入れ直したりしても保持されま
す。ただし、システムバッテリで障害が発生した場合、またはバッテリを交換した
場合は、保持されません。

このセクションでは次のタスクについて説明します。

■ 77ページの「ブートデバイスの順序を設定する方法」
■ 80ページの「次回のブート時のブートデバイスを設定する方法」

▼ ブートデバイスの順序を設定する方法
ブートデバイスの順序の設定では、階層リストで順序の設定を調整し、システム内
にあるブート可能デバイスの優先順位を指定できます。目的のブート優先順位に
従って、デバイスを調整できます。リストの先頭に配置されたデバイスが、最優先
のデバイスになります。

77



Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。20ページ
の「ローカルまたはリモートメディアを使用してOracle Hardware Installation Assistant
を起動する方法」を参照してください。

「Select a Task」画面が表示されます。

注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。
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「Select a Task」画面で、「System BIOS Configuration」を選択して、「Next」をク
リックします。

「System BIOS Configuration」画面が表示されます。

ドロップダウンリストから「Set Boot Order (Permanent)」を選択し、「Next」をク
リックします。

「Set Boot Order (Permanent)」画面が表示されます。サーバーに接続されている
ブート可能デバイスのリストが表示されます。

2

3
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目的のブート優先順位に従ってデバイスを調整するには、デバイスを選択
し、「Move Up」または「Move Down」ボタンをクリックして、リスト内で上または
下に移動します。

ブート順序リストを保持するには、「Save」をクリックします。

ブート優先順位リストは次のシステム起動時に有効になります。

アプリケーションを終了するには、「Exit」をクリックします。続けて他のプロビ
ジョニングタスクを実行するには、「Back」をクリックします。

80ページの「次回のブート時のブートデバイスを設定する方法」

▼ 次回のブート時のブートデバイスを設定する方法
次回のブート時のブートデバイスの設定では、既定のブートデバイスリストを無効
にして、次回のブートだけに使用する 1回限りのブートデバイスを選択できます。
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Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動します。20ページ
の「ローカルまたはリモートメディアを使用してOracle Hardware Installation Assistant
を起動する方法」を参照してください。

「Select a Task」画面が表示されます。

注 –「Select a Task」画面は、サーバーがOSのインストール以外のタスクをサポート
する場合にのみ表示されます。実行できるタスクがOSのインストールだけの場合は
表示されません。また、「Select a Task」画面には、サーバーでサポートされている
タスクオプションのみが表示されます。

「Select a Task」画面で、「BIOS Configuration」を選択して、「Next」をクリックしま
す。

「BIOS Configuration」画面が表示されます。

ドロップダウンリストから、「Set Next Boot Device」を選択します。

「Next Boot Device」ドロップダウンリストが表示されます。

1
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「Next Boot Device」ドロップダウンリストから、ブートするデバイスを選択します。

ドロップダウンリストには、次のブートオプションが含まれます。

■ Default (use BIOS settings): BIOSセットアップユーティリティで定義されている
ブート順序のリストを使用します。

■ PXE:ネットワークサーバーからブートします。
■ Default Hard Drive:ハードウェアのセットアップに基づき標準のドライブを
ブートします。

■ Diagnostic Partition:標準ドライブにセットアップされている診断領域でブートし
ます。

■ CD-ROM:システムのCD/DVDドライブまたは接続されているUSB CD/DVDドラ
イブからブートします。

■ BIOS: BIOSセットアップユーティリティでブートします。

選択を保持するには、「Save」をクリックします。

アプリケーションを終了するには、「Exit」をクリックします。続けて他のプロビ
ジョニングタスクを実行するには、「Back」をクリックします。

77ページの「ブートデバイスの順序を設定する方法」
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PXEベースのOracle Hardware Installation
Assistantのセットアップ

PXE (Preboot Execution Environment)を使用して、Oracle Hardware Installation Assistant
アプリケーションをネットワークから起動できます。さらに、PXEベースのOracle
Hardware Installation Assistantセッションを、有人モードまたは無人モードで起動でき
ます。PXEの基本的なセットアップは、どちらのモードでも同じです。

このセクションでは、PXEの基本的なセットアップに関する次の項目について説明
します。

■ 83ページの「PXEインフラストラクチャのセットアップ方法」
■ 84ページの「Oracle Hardware Installation Assistant PXEイメージファイルの準備」

▼ PXEインフラストラクチャのセットアップ方法

IT部門またはデータセンターの要件およびニーズに従って、PXEインフラストラク
チャをセットアップします。

Linuxベースの PXE環境の基本的なセットアップには、以下の作業が含まれます。

■ DHCPサーバーのセットアップ
■ ブートイメージまたはインストールイメージ、あるいはその両方でのTFTP
サーバーのセットアップ

■ クライアントをブートイメージまたはインストールイメージに誘導する適切な
PXE構成ファイルの変更

Linux PXE環境のセットアップに関する詳細な説明については、Linuxのドキュメン
トを参照してください。

84ページの「Oracle Hardware Installation Assistant PXEイメージファイルの準備」

●

次の手順
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Oracle Hardware Installation Assistant PXEイメージファイ
ルの準備

有人インストールを準備するには、以下のOracle Hardware Installation Assistant PXE
ファイルがTFTPサーバーで利用できる必要があります。

■ vmlinuz (Linuxブートカーネル)
■ netboot.img (Oracle Hardware Installation Assistantブートイメージ)
■ Version (Oracle Hardware Installation Assistant netbootに関するバージョン情報)
■ sample_pxe.cfg (pxelinux.cfgファイルに挿入するサンプルコード)

これらのファイルは、HIA_netboot.zipという名前の圧縮されたファイルとしてダウ
ンロードできます。このファイルをダウンロードして、TFTPサーバーに展開できま
す。また、Oracle Hardware Installation AssistantのCD/DVDにもこれらのファイルが
収められています。Oracle Hardware Installation AssistantのCD/DVDを使用して
HIA_netboot.zipファイルを作成してから、TFTPサーバーに展開することもできま
す。Windowsシステムを使用している場合、Oracle Hardware Installation Assistantアプ
リケーションはこのタスクを実行するための固有の自動実行ユーティリティを備え
ています。

このセクションでは、ファイルの準備に関して両方の方法について説明します。

■ 84ページの「Oracle Hardware Installation Assistant PXEイメージファイルをダウン
ロードする方法」

■ 85ページの「DVDを使用してOracle Hardware Installation Assistant PXEイメージ
ファイルを作成する方法」

■ 85ページの「WindowsシステムでOracle Hardware Installation Assistant PXEイ
メージファイルを作成する方法」

▼ Oracle Hardware Installation Assistant PXEイメージファイルをダウ
ンロードする方法

HIA_netboot.zipイメージファイルをOracleの次のWebサイトからダウンロードしま
す。

http://support.oracle.com/

ファイルを取得したら、.zipファイルをTFTPサーバーの適切なディレクトリに展開
します。

■ 85ページの「DVDを使用してOracle Hardware Installation Assistant PXEイメージ
ファイルを作成する方法」

■ 85ページの「WindowsシステムでOracle Hardware Installation Assistant PXEイ
メージファイルを作成する方法」
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▼ DVDを使用してOracle Hardware Installation Assistant PXEイメージ
ファイルを作成する方法
以下の手順に従って、LinuxシステムでOracle Hardware Installation Assistantの
CD/DVDを使用して HIA_netboot.zipファイルを作成します。

Oracle Hardware Installation AssistantのCD/DVDをマウントします。

コマンドラインから、CD/DVDのルートに移動します。

CD/DVDのルートから、次のスクリプトファイルを実行します。

# ./generate-netboot.img.sh -o /tmp/HIA_netboot.zip

プロンプトに従って、HIA_netboot.zipファイルを作成します。

.zipファイルをTFTPサーバーの適切なディレクトリに展開します。

■ Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを有人モードで起動する方
法については、89ページの「PXEベースの有人セッションの起動」を参照して
ください。

■ Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを無人モードで起動する方
法については、93ページの「PXEベースの無人プロビジョニングタスクの実
行」を参照してください。

▼ WindowsシステムでOracle Hardware Installation Assistant PXEイ
メージファイルを作成する方法
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションは、netboot.imgファイルの作
成を補助する自動実行ユーティリティを備えています。自動実行ユーティリティを
使用するには、Oracle Hardware Installation AssistantのCD/DVDまたはCD/DVD ISO
イメージをマウントします。

84ページの「Oracle Hardware Installation Assistant PXEイメージファイルをダウン
ロードする方法」を参照してください。
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Oracle Hardware Installation AssistantのCD/DVDをマウントします。

自動実行ユーティリティの初期画面が表示されます。

1
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「Network (PXE) image preparation utility」オプションをクリックします。

自動実行 PXE準備ユーティリティが表示されます。

Oracle Hardware Installation Assistantファイルのソースパスを参照または入力します
(CD/DVDまたはフォルダ)。

netboot.imgファイルの出力先パスを参照または入力します。

注 –出力先フォルダには 1 GB以上の空き領域が必要です。

「Submit」をクリックして、netboot.imgファイルを生成します。

注 – netboot.imgファイルの生成には 15分ほどかかる場合があります。ISOファイルが
リモートでマウントされている場合は、さらに長くかかることがあります。

■ Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを有人モードで起動する方
法については、89ページの「PXEベースの有人セッションの起動」を参照して
ください。

2

3

4

5

次の手順

Oracle Hardware Installation Assistant PXEイメージファイルの準備
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■ Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを無人モードで起動する方
法については、93ページの「PXEベースの無人プロビジョニングタスクの実
行」を参照してください。

Oracle Hardware Installation Assistant PXEイメージファイルの準備
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PXEベースの有人セッションの起動

このセクションでは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションの PXE
ベースイメージを使用して、OSのインストールやファームウェアのアップデートな
どのプロビジョニングタスクを実行する方法について説明します。このセクション
の内容は、PXEに精通したユーザーを対象としています。

このセクションでは、次の項目について説明します。それぞれのインストールに関
連する項目を参照してください。

■ 89ページの「PXEベースの有人セッションの概要」
■ 89ページの「PXEベースセッションのイメージを作成する方法」
■ 90ページの「PXEサーバーから有人インストールを実行する方法」

PXEベースの有人セッションの概要
Oracle Hardware Installation Assistantは、Linuxベースの PXEサーバーから起動できる
Linuxベースのアプリケーションです。Linuxベースの PXEサーバー上にOracle
Hardware Installation Assistantアプリケーションイメージを作成し、そのアプリ
ケーションを起動して、有人または無人モードでインストールタスクを実行するこ
とができます。

無人モードの場合、プロビジョニングタスクはスクリプトファイルを使用して実行
されるため表示されません。また、ユーザーとの対話処理は必要ありません。有人
モードの場合、ローカルメディアやリモートメディアから起動したときと同じよう
に、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションの対話型ユーザーインタ
フェースを使用してプロビジョニングタスクが実行されます。

▼ PXEベースセッションのイメージを作成する方法
ここでは、有人モードの PXEブート用のアプリケーションイメージファイルを作成
する方法について説明します。

PXEインフラストラクチャをセットアップして、イメージファイルを準備します。
83ページの「PXEベースのOracle Hardware Installation Assistantのセットアップ」を
参照してください。

始める前に
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PXE TFTPサーバーで、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションイメージ
用のサブディレクトリを新しく作成します。

たとえば、次のコマンドラインを使用すると、TFTPサーバーのデフォルトルートに
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションイメージを格納するためのサブ
ディレクトリが作成されます。

# mkdir /var/lib/tftpboot/HIA

HIA_netboot.zipの内容をOracle Hardware Installation Assistantイメージ用に作成した
TFTPサーバー上のサブディレクトリに展開します。

エディタを使用してPXE設定ファイル (このファイルのデフォルト名は pxelinux.cfg)
を編集し、Oracle Hardware Installation Assistantイメージに対する必要な参照を追加し
ます。

sample-pxe.cfgファイルの例を参照してください。それぞれのセットアップに応じ
て変更してください。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションイメージを PXE環境からブート
するには、90ページの「PXEサーバーから有人インストールを実行する方法」の手
順を実行します。

▼ PXEサーバーから有人インストールを実行する方法
以下では、PXEの LinuxベースのサーバーからOracle Hardware Installation Assistantア
プリケーションを起動する初期の手順について説明します。

注 – Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションファイルは Linuxベースで
あるため、Linux PXE環境から起動するように構成する必要があります。ただ
し、Linuxベースの PXE環境から起動する場合でも、このアプリケーションはネット
ワーク経由でアクセス可能な配布メディア (CDまたは ISOイメージ)からのWindows
または Linuxのインストールをサポートしています。

■ 89ページの「PXEベースセッションのイメージを作成する方法」を参照してくだ
さい。

■ ターゲットサーバーが PXEブート環境を用いて構成されたネットワークに接続さ
れていることを確認します。

■ サーバーはブートメッセージと POSTメッセージを表示するようにセットアップ
する必要があります。

サーバーを再起動します。

ブートメッセージと POSTメッセージが表示されます。

1

2

3

次の手順

始める前に

1

PXEベースの有人セッションの概要
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ヒント –次のイベントは、すぐに発生します。メッセージは短時間しか画面に表示さ
れないため、メッセージを注意深く観察してください。スクロールバーが表示され
ないように画面のサイズを拡大する場合があります。

システムのブート時に、以下のいずれかを実行してネットワークブートを開始しま
す。

■ プロンプトが出されたら、F12キーを押して、検出された最初のネットワーク
ブートデバイスからブートします。

■ プロンプトが出されたら、F8を押して、ブートメニューを表示し、ネットワーク
ブートデバイスを指定します。

2

PXEベースの有人セッションの概要
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ヒント – Sun Bladeサーバーモジュールでは、(1) (「F8 BBS Popup」メニューにリストさ
れた) PXE:Slot#またはNetwork:Slot#とシャーシ上の物理NEMまたは EMのスロット
番号ラベルを一致させることによって、(2) (「Please Select Boot Device」メ
ニューにリストされた) F#とNEM (ポート 0.0から 9.0および 0.1から 9.1)または EM
(ポート 0またはポート 1)上にある物理NICポート番号ラベルを一致させることに
よって、PXEインタフェースブートデバイスを判断することができます。

ネットワークブートデバイスの指定後、システムは、DHCP PXEブートサーバーか
ら IPアドレスを取得しようとします。PXEサーバーの検出後、PXEブートプロンプ
トが表示されます。

PXEブートプロンプトで、Enterを押すか、以下を入力します: install
Oracle Hardware Installation Assistantのインストールイメージがサーバーにダウン
ロードされて、アプリケーションが起動します。

21ページの「プロビジョニングタスクの実行方法」

3

次の手順

PXEベースの有人セッションの概要
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PXEベースの無人プロビジョニングタス
クの実行

このセクションでは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションの PXE
ベースのイメージを使用して、OSのインストールやファームウェアのアップデート
などのプロビジョニングタスクを無人で (ユーザーとの対話操作を行わずに)実行す
る方法について説明します。このセクションの内容は、PXEに理解の深い
ユーザーを対象としています。

このセクションでは、次の項目について説明します。それぞれのインストールに関
連する項目を参照してください。

■ 93ページの「PXEベースの無人プロビジョニングタスクの要件」
■ 94ページの「無人インストール用の状態ファイルの作成」
■ 108ページの「Linuxの無人インストールを準備する方法」
■ 109ページの「Windows Serverの無人インストールを準備する方法」
■ 109ページの「無人ファームウェアアップデートを準備する方法」
■ 110ページの「アプリケーションイメージを作成して PXEベースの起動を準備す
る方法」

■ 111ページの「PXEベースのサーバーから無人セッションを起動する方法」

PXEベースの無人プロビジョニングタスクの要件
Oracle Hardware Installation Assistantは、Linuxベースの PXEサーバーから起動できる
Linuxベースのアプリケーションです。Linuxベースの PXEサーバー上でOracle
Hardware Installation Assistantイメージを作成し、有人または無人モードで Linuxまた
はWindowsシステムに対応したアプリケーションを起動して使用することができま
す。

無人モードの場合、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションは
ユーザーによる操作なしで実行され、OSのインストール (サポート対象の Linuxまた
はWindowsバージョン)やファームウェアのアップデートなどのプロビジョニングタ
スクを自動的に実行します。

次の表は、Linuxベースの PXEサーバーを用いて無人モードでOracle Hardware
Installation Assistantアプリケーションを使用するタスクを示しています。
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手順 タスク リンク

1 使用している環境が必要な PXEインフラスト
ラクチャを用いてセットアップされているこ
とを確認します。

83ページの「PXEベースのOracle Hardware
Installation Assistantのセットアップ」

2 Oracle Hardware Installation Assistantの PXEイ
メージファイルを準備します。

84ページの「Oracle Hardware Installation
Assistant PXEイメージファイルの準備」

3 インストールを補助するためのOracle
Hardware Installation Assistantの状態ファイル
を作成します。

94ページの「無人インストール用の状態
ファイルの作成」

4 Oracle Hardware Installation Assistantイメージ
を作成し、PXEブートの準備をします。

110ページの「アプリケーションイメージを
作成して PXEベースの起動を準備する方法」

5 サーバーからOracle Hardware Installation
Assistantアプリケーションを起動します。

111ページの「PXEベースのサーバーから無
人セッションを起動する方法」

次のステップ: 94ページの「無人インストール用の状態ファイルの作成」

無人インストール用の状態ファイルの作成
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを無人モードで使用するに
は、Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルを作成する必要がありま
す。状態ファイルを使用することで、ユーザーによる操作なしでインストール処理
を実行することが可能になります。状態ファイルは、Oracle Hardware Installation
AssistantのCD/DVD内に収められています。

■ 94ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの内容を表示す
る方法」

■ 95ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数リスト」
■ 103ページの「状態ファイルの作成に関する考慮事項」
■ 104ページの「状態ファイルの例」
■ 106ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの無人状態ファイルを作成する
方法」

▼ Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの内容を表示
する方法
Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルでは、Oracle Hardware Installation
Assistantアプリケーションの無人セッションを実行し、ユーザーによる操作なしで
指定されたプロビジョニングタスクを自動的に実行するのに必要なスクリプト変数
が利用できます。使用可能なすべてのパラメータを含む状態ファイルのコ
ピーは、Oracle Hardware Installation AssistantのCD/DVDのルートレベルにありま

無人インストール用の状態ファイルの作成
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す。状態ファイルには、Oracle Hardware Installation Assistantのセッション中にコマン
ドプロンプトを使用してアクセスできます。このファイルはテンプレートとして使
用できます。

このタスクでは、Oracle Hardware Installation Assistantからコマンドラインを利用
し、Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの内容を表示します。

このタスクでは、コマンドラインからテキストエディタアプリケーションを利用し
ます。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを (ローカルまたはリモートコン
ソールから)起動します。17ページの「アプリケーションの起動とプロビジョニング
タスクの実行」を参照してください。

最初の画面でCtrl-Alt-F2を押します。

コマンドプロンプトが表示されます。

プロンプトで、次のコマンドを入力します。

# cd /root

# ls

/rootディレクトリがリスト表示されます。

リスト表示の中に externalStateVariables.txtファイルが表示されます。

状態ファイルの内容を表示するには、テキストエディタを起動して
externalStateVariables.txtファイルを開きます。

externalStateVariables.txtファイルの状態ファイル変数が表示されます。状態
ファイル変数については、95ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態
ファイル変数リスト」を参照してください。

103ページの「状態ファイルの作成に関する考慮事項」

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイ
ル変数リスト
次の表で、実行可能な自動化タスクの状態ファイル変数について説明します。

始める前に

1

2

3

4

参照

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数リスト

95



注 –各変数とその値は状態ファイル内で別の行に改行せずに記述する必要がありま
す。下の表は横幅が限られているため、一部の例では、変数を複数の行に改行して
表記している場合があります。

表 1 Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数

変数 説明 (デフォルト値は太字)
Windowsインス
トールに必要

Linuxインス
トールに必要

ファーム
ウェアアップ
デートに必要

apit.unattended Oracle Hardware Installation Assistantを無人
モードで実行します。サポートされる値: true
| false

例: apit.unattended=true

X X X

apit.welcome.acceptlicense Oracle Hardware Installation Assistantのライセ
ンス契約を承諾します。サポートされる値:
true | false

例: apit.welcome.acceptlicense=true

X X X

apit.remoteUpdate Oracle Hardware Installation AssistantでOracle
Hardware Installation Assistantのアップデート
を確認します。常にアップデートを確認して
最新のソフトウェアおよびファームウェアを
インストールするようにしてください。サ
ポートされる値: true | false

例: apit.remoteUpdate=true

X X X

apit.remoteUpdateURL apit.remoteUpdateで trueを指定した場合
は、Oracle Hardware Installation Assistantのソ
フトウェアアップデートを検索する場所を指
定します。サポートされる値: Oracle Hardware
Installation Assistantの最新のコンテンツ
ファイルが存在するURL。この変数は、デ
フォルトのURLを使用しない場合にのみ指定
する必要があります。

X
(remoteUpdate
が trueでデ
フォルトの
URLを使用
しない場合)

X
(remoteUpdate
が trueでデ
フォルトの
URLを使用
しない場合)

X
(remoteUpdate
が trueでデ
フォルトの
URLを使
用しない場
合)

apit.networking Oracle Hardware Installation Assistantがネット
ワークを介して動作できるようにしま
す。trueの場合、Oracle Hardware Installation
Assistantは networkconfig変数に基づいて
ネットワーク設定を構成します。サポートさ
れる値: true | false

例: apit.networking=true

X X X

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数リスト
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表 1 Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数 (続き)

変数 説明 (デフォルト値は太字)
Windowsインス
トールに必要

Linuxインス
トールに必要

ファーム
ウェアアップ
デートに必要

apit.networkconfig.needNetwork ネットワークで trueを指定した場合
に、Oracle Hardware Installation Assistantに対
して、特定のタスクでネットワークアクセス
が必要かどうかを指定します。サポートされ
る値: true | false

例: apit.networkconfig.needNetwork=true

X (networking
が trueの場
合)

X (networking
が trueの場
合)

X
(networking
が trueの場
合)

apit.networkconfig.activeNic ネットワークで trueを指定した場合
に、Oracle Hardware Installation Assistantに対
して、アクティブなネットワークに接続され
るネットワークインタフェースを指定しま
す。サポートされる値: eth0 | eth1 | eth2 | eth3 ....

例: apit.networkconfig.activeNic=eth0

X (networking
が trueの場
合)

X (networking
が trueの場
合)

X
(networking
が trueの場
合)

apit.networkconfig.NetworkType ネットワークで trueを指定した場合
に、Oracle Hardware Installation Assistantに対
して、アクティブなネットワークインタ
フェースの構成を指定します。サポートされ
る値: static | dhcp

例: apit.networkconfig.NetworkType=dhcp

X (networking
が trueの場
合)

X (networking
が trueの場
合)

X
(networking
が trueの場
合)

apit.networkconfig.useDHCP NetworkTypeで dhcpを選択した場合
に、Oracle Hardware Installation Assistantに対
して、DHCPサーバーからサーバーのアドレ
スを取得するように指定します。サポートさ
れる値: true | false

例: apit.networkconfig.useDHCP=true

X (networking
が trueの場
合)

X (networking
が trueの場
合)

X
(networking
が trueの場
合)

apit.networkconfig.ipfield NetworkTypeで staticを選択した場合
に、Oracle Hardware Installation Assistantに対
して、用意したサーバーの IPアドレスを使用
するように指定します。

例: apit.networkconfig.ipfield=n.n.n.n

X (静的 IPを
使用する場
合)

X (静的 IPを
使用する場
合)

X (静的 IP
を使用する
場合)

apit.networkconfig.gatewayField NetworkTypeで staticを選択した場合
に、Oracle Hardware Installation Assistantに対
して、用意した IPアドレスを使用するように
指定します。

例: apit.networkconfig.gatewayfield=n.n.n.n

X (静的 IPを
使用する場
合)

X (静的 IPを
使用する場
合)

X (静的 IP
を使用する
場合)

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数リスト
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表 1 Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数 (続き)

変数 説明 (デフォルト値は太字)
Windowsインス
トールに必要

Linuxインス
トールに必要

ファーム
ウェアアップ
デートに必要

apit.networkconfig.netmaskedField NetworkTypeで staticを選択した場合
に、Oracle Hardware Installation Assistantに対
して、用意した IPアドレスを使用するように
指定します。

例: apit.networkconfig.ipfield=n.n.n.n

X (静的 IPを
使用する場
合)

X (静的 IPを
使用する場
合)

X (静的 IP
を使用する
場合)

apit.http_proxy たとえば、remoteUpdateで trueを指定した場
合に、Oracle Hardware Installation Assistantに
対して、インターネットアクセスでプロキシ
サーバーを使用するように指定します。

次に例を示します。

apit.http_proxy=n.n.n.n (IPアドレス)

apit.http_proxy=file://web-proxy-configfile

apit.http_proxy=http://web-proxy-server

apit.http_proxy=http://internal-host:portnumber

X (プロキシ
を使用する
場合)

X (プロキシ
を使用する
場合)

X (プロキ
シを使用す
る場合)

apit.taskList.selectedTask Oracle Hardware Installation Assistantで実行す
るタスクを指定します (各無人セッションで
実行できるタスクは 1つだけです)。状態
ファイルで、この変数は必須です。サポート
される値: SP/Bios Firmware Upgrade | OS
Installation | HBA Firmware Upgrade | Expander
Firmware Upgrade | SP Recovery

例: apit.taskList.selectedTask=OS Installation

X X X

apit.osid.installLoc Oracle Hardware Installation Assistantに対し
て、インストールする Linux OSのネット
ワークイメージが存在する場所を指定しま
す。このパスは、イメージそのものではな
く、イメージ (ISOまたは抽出 ISO)を含む
ディレクトリに対するパスです。このディレ
クトリに、複数のイメージを格納することは
できません。

例:
apit.osid.installLoc=http://path_to_imagedirectory

X

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数リスト
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表 1 Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数 (続き)

変数 説明 (デフォルト値は太字)
Windowsインス
トールに必要

Linuxインス
トールに必要

ファーム
ウェアアップ
デートに必要

apit.osid.installMedia Oracle Hardware Installation Assistantに対し
て、OSインストールソフトウェアのCDまた
は .isoファイルが存在する場所を指定しま
す。サポートされる値: cdrom | networkLinux |
networkWindows

例: apit.osid.installMedia=cdrom

X X

apit.osid.installMethod Oracle Hardware Installation Assistantに対し
て、インストール時に使用するファイル転送
プロトコルを指定します。サポートされる値:
http | ftp

例: apit.osid.installMethod=http

X X

apit.osid.kickstart Oracle Hardware Installation Assistantに対し
て、Linuxインストール用の kickstartファイ
ルが存在する場所を指定します。Red Hatの
kickstartファイルまたは SUSEの autoyast
ファイルに対するURLを指定することができ
ます。

次に例を示します。

apit.osid.kickstart=http://url_to_kickstart

apit.osid.kickstart=ftp://url_to_kickstart

X

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数リスト
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表 1 Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数 (続き)

変数 説明 (デフォルト値は太字)
Windowsインス
トールに必要

Linuxインス
トールに必要

ファーム
ウェアアップ
デートに必要

apit.windows2008.imageName インストールするWindows Server 2008の
バージョンを指定します。指定する値に
よって、Windowsを完全にインストールする
か、コアのみをインストールするかが決まり
ます。コアインストールを選択する
と、ネットワークの主要な機能を実行するの
に必要なコンポーネントのみをインストール
することができます。サポートされる値:
■ WINDOWS LONGHORN [R2]

SERVERSTANDARD
■ WINDOWS LONGHORN [R2]

SERVERENTERPRISE
■ WINDOWS LONGHORN [R2]

SERVERDATACENTER
■ WINDOWS LONGHORN R2 SERVERWEB
■ WINDOWS LONGHORN [R2]

SERVERSTANDARDCORE
■ WINDOWS LONGHORN [R2]

SERVERENTERPRISECORE
■ WINDOWS LONGHORN [R2]

SERVERDATACENTERCORE
■ WINDOWS LONGHORN R2

SERVERWEBCORE

注: R2の値はWindows Server 2008 R2のみで使
用します。Windows Server 2008
SERVERWEB/COREはR2でのみサポートされ
ています。

例 (R2以前):

apit.windows2008.imageName=WINDOWS
LOGHORN SERVERENTERPRISE

例 (R2):

apit.windows2008.imageName=WINDOWS
LONGHORN R2 SERVERENTERPRISE

X (2008のみ)

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数リスト
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表 1 Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数 (続き)

変数 説明 (デフォルト値は太字)
Windowsインス
トールに必要

Linuxインス
トールに必要

ファーム
ウェアアップ
デートに必要

apit.osid.windows.iso.url1 installMethodの選択内容 (httpまたは ftp)に基
づいて、Oracle Hardware Installation Assistant
に対して、最初のWindows OSインストール
ディスクの .isoイメージファイルが存在する
場所を指定します。

次に例を示します。

apit.osid.windows.iso.url1=http://path_to_disk1.iso

apit.osid.windows.iso.url1=ftp://path_to_disk1.iso

X

apit.osid.windows.iso.url2 installMethodの選択内容 (httpまたは ftp)に基
づいて、Oracle Hardware Installation Assistant
に対して、2番目のWindows OSインストール
ディスクの .isoイメージファイルが存在する
場所を指定します (イメージファイルが 2つ
のディスクに格納されている場合)。

次に例を示します。

apit.osid.windows.iso.url2=http://path_to_disk2.iso

apit.osid.windows.iso.url2=ftp://path_to_disk2.iso

X

apit.enclosureID.oldEnclosureID Sun Blade 6000ディスクモジュールを交換する
ための 2ステッププロセスの一部として使用
します。この変数の値は、交換されるブ
レードの回路基板上にある古い格納装置 ID
番号 (WWNともいう)である必要がありま
す。

apit.enclosureID.newEnclosureID Sun Blade 6000ディスクモジュールを交換する
ための 2ステッププロセスの一部として使用
します。この変数の値は、交換用ブレードの
回路基板上にある新しい格納装置 ID番号
(WWNともいう)である必要があります。

apit.firmware.enabled Oracle Hardware Installation Assistantに対し
て、ファームウェアアップデート機能の有効
化または無効化を指定します。サポートされ
る値: true | false

通常はテスト環境で使用します。ファーム
ウェアをアップデートするのに、この変数を
使用する必要はありません。

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数リスト
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表 1 Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数 (続き)

変数 説明 (デフォルト値は太字)
Windowsインス
トールに必要

Linuxインス
トールに必要

ファーム
ウェアアップ
デートに必要

apit.firmware.spIP ファームウェアアップグレードタスクの一部
です。Oracle Hardware Installation Assistantに
対して、サーバーのサービスプロセッサの IP
アドレスを指定します。

例: apit.firmware.spIP=n.n.n.n

X

apit.firmware.spPasswd ファームウェアアップグレードタスクの一部
です。Oracle Hardware Installation Assistantに
対して、サーバーのサービスプロセッサのパ
スワードを指定します。

例: apit.firmware.spIP=changeme

X

apit.windows.acceptEula Oracle Hardware Installation Assistantに対
し、Windows OSのインストール時に求めら
れる EULA（エンドユーザー使用許諾契約）
を承諾するように指定します。

例: apit.windows.acceptEula

X (2003のみ)

apit.windows.adminPasswd Oracle Hardware Installation Assistantに対
し、Windows OSのインストール時に管理者
アカウントの設定に使用するパスワードを指
定します。パスワードは、Windowsのパス
ワード基準に準拠する必要があります。

例:
apit.windows.adminPasswd=myadminpassword

X (2003のみ)

apit.windows.computerName Oracle Hardware Installation Assistantに対
し、Windows OSのインストール時に
サーバーの設定に使用するコンピュータ名を
指定します。

例:
apit.windows.computerName=mycomputername

X (2003のみ)

apit.windows.key Oracle Hardware Installation Assistantに対
し、使用する製品版Windows OSのプロダク
トキーを指定します。Windowsのインス
トール時に必要です。

例: apit.windows.key=XXXXX-XXXXX-XXXXX-
XXXXX-XXXXX

X (2003のみ)

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数リスト
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表 1 Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数 (続き)

変数 説明 (デフォルト値は太字)
Windowsインス
トールに必要

Linuxインス
トールに必要

ファーム
ウェアアップ
デートに必要

apit.windows.orgName Oracle Hardware Installation Assistantに対
し、Windows OSのインストール時に
サーバーの設定に使用する組織名を指定しま
す。

例: apit.windows.orgName=myorganization

X (2003のみ)

apit.windows.userName Oracle Hardware Installation Assistantに対
し、Windows OSのインストール時に初期の
ユーザーアカウントの設定に使用する
ユーザー名を指定します。

例: apit.windows.userName=myusername

X (2003のみ)

apit.done.notifyUrl Oracle Hardware Installation Assistantに対
し、有効なOracle Hardware Installation
Assistantタスクの完了後に、指定したURLに
アクセスするように指示します。これは現
在、Sun N1 System Managerでのみサポートさ
れています。

例: apit.done.notifyUrl=http://my_destination_url

関連項目:

■ 94ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの内容を表示す
る方法」

■ 103ページの「状態ファイルの作成に関する考慮事項」
■ 104ページの「状態ファイルの例」

状態ファイルの作成に関する考慮事項
Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルは、LinuxまたはWindows Server
OSの無人インストールやその他のプロビジョニングタスクを補助するためのテキス
トファイルです。そのため、状態ファイル内の指示は、必ず明示的である必要があ
ります。

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルを作成する際の要件

■ Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションが PXEから起動する場
合、状態ファイルでOSメディアの場所と転送プロトコル (FTPまたはHTTP)を識
別する必要があります。

■ 状態ファイルでは、不要なスペースや句読点は一切使用できません。

状態ファイルの作成に関する考慮事項

103



■ 各変数とその値は状態ファイル内で別の行に改行せずに記述する必要がありま
す。

■ Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルで指定する行はそれぞ
れ、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを対話形式で使用して
タスクを実行する場合の手順と一致している必要があります。

■ インストール場所は、設定ファイルのブート引数として指定する必要があります
(110ページの「アプリケーションイメージを作成して PXEベースの起動を準備す
る方法」を参照)。

関連項目: 104ページの「状態ファイルの例」

状態ファイルの例
このセクションでは、LinuxおよびWindows OSインストール、およびファーム
ウェアアップデートに対応した状態ファイルの例について説明します。

■ 104ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (Linux
用)」

■ 105ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (Windows
用)」

■ 105ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (ファーム
ウェアアップデート用)」

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (Linux
用)
以下のサンプルは、Linuxの無人インストールに対応したOracle Hardware Installation
Assistantの状態ファイルの例です。

[STATE_BEGIN noname apit]

apit.unattended=true

apit.welcome.acceptlicense=true

apit.networking=true

apit.networkconfig.needNetwork=true

apit.networkconfig.useDHCP=true

apit.networkconfig.needProxy=false

apit.remoteUpdate=true

apit.remoteupdateURL=http://HIA-updates.sun.com/remoteUpdate

apit.http_proxy=path_to_my_http_proxy
apit.taskList.selectedTask=Operating System Installation

apit.osid.installMedia=networkLinux

apit.osid.installMethod=http or ftp
apit.osid.installLoc=path_to_PXE_file
apit.osid.kickstart=path_to_configuration file
[STATE_DONE noname apit]

関連項目:

状態ファイルの例
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■ 106ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの無人状態ファイルを作成する
方法」

■ 各変数については、95ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態
ファイル変数リスト」を参照してください。

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例
(Windows用)
以下のサンプルは、Windowsの無人インストールに対応したOracle Hardware
Installation Assistantの状態ファイルの例です。

[STATE_BEGIN noname apit]

apit.unattended=true

apit.networking=true

apit.welcome.acceptlicense=true

apit.networkconfig.needNetwork=true

apit.networkconfig.useDHCP=true

apit.networkconfig.needProxy=false

apit.taskList.selectedTask=Operating System Installation

apit.remoteUpdate=true

apit.remoteupdateURL=http://HIA-updates.sun.com/remoteUpdate

apit.http_proxy=path_to_my_http_proxy
apit.osid.installMedia=networkWindows

apit.osid.installMethod=http or ftp
apit.osid.url1=path_to_Windows_OS_CD1_iso_file
apit.osid.url2=path_to_Windows_OS_CD2_iso_file
apit.windows.key=XXXXX-XXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX
apit.windows.computerName=computername
apit.windows.orgName=organizationname
apit.windows.userName=username
apit.windows.adminPasswd=password
apit.windows.acceptEula=Yes

[STATE_DONE noname apit]

関連項目:

■ 106ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの無人状態ファイルを作成する
方法」

■ 各変数については、95ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態
ファイル変数リスト」を参照してください。

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例
(ファームウェアアップデート用)
以下のサンプルは、無人でのファームウェアアップデート対応したOracle Hardware
Installation Assistantの状態ファイルの例です。

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (ファームウェアアップデート用)
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注 –すべてのサーバーがOracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの
taskListオプションや firmwareオプションをサポートしているわけではありませ
ん。これらのオプションがサポートされているどうかがわからない場合は、Oracle
ダウンロードサイトに記載された、使用しているサーバー用のOracle Hardware
Installation Assistant機能リストを参照してください。

[STATE_BEGIN noname apit]

apit.unattended=true

apit.networking=true

apit.welcome.acceptlicense=true

apit.networkconfig.needNetwork=true

apit.networkconfig.useDHCP=true

apit.networkconfig.needProxy=false

apit.taskList.selectedTask=SP/Bios Firmware Upgrade

apit.remoteUpdate=true

apit.remoteupdateURL=http://HIA-updates.sun.com/remoteUpdate

apit.http_proxy=path_to_my_http_proxy
apit.firmware.spIP=n.n.n.n
apit.firmware.spPasswd=password_for_sp
[STATE_DONE noname apit]

関連項目:
■ 106ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの無人状態ファイルを作成する
方法」

■ 各変数については、95ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態
ファイル変数リスト」を参照してください。

▼ Oracle Hardware Installation Assistantの無人状態ファイルを作成す
る方法
ここでは、無人でのOracle Hardware Installation AssistantによるOSインストール
(LinuxおよびWindows Server)やファームウェアアップデートを補助するための状態
ファイルを作成します。

■ Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数については、95ページ
の「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数リスト」を参照して
ください。

■ Linux用のOracle Hardware Installation Assistant状態ファイルの例については、
104ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (Linux
用)」を参照してください。

■ Windows Server用のOracle Hardware Installation Assistant状態ファイルの例につい
ては、105ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例
(Windows用)」を参照してください。

■ ファームウェアアップデート用のOracle Hardware Installation Assistant状態ファイ
ルの例については、105ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態
ファイルの例 (ファームウェアアップデート用)」を参照してください。

始める前に

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (ファームウェアアップデート用)
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Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルを作成するには、次のいずれかを
実行します。

■ テキストエディタを使用して編集できるように、externalStateVariables.txt

ファイルをOracle Hardware Installation AssistantのCD/DVDから別の場所にコ
ピーします。手順 2に進みます。

–または –

■ テキストエディタを起動して、externalStateVariables.txt という名前のファイ
ルを新規に作成します。手順 3に進みます。

externalStateVariables.txtファイルを開き、必要な設定や環境に合わせてファイル
内の変数を変更します。手順 4に進みます。

注 –状態ファイルは、必ず先頭行を [STATE_BEGIN noname apit]に、最終行を
[STATE_DONE noname apit] にする必要があります。

次のコマンドを入力します。

a. 最初の行に、次のように入力します。

[STATE_BEGIN noname apit]

b. 次の行に、次の変数と値を入力します。

apit.unattended=true

c. 続けて、必要な設定および環境に合わせて各行ごとに個別の変数と値を入力しま
す。

ヒント –状態ファイルの例を参考にします。104ページの「状態ファイルの例」を
参照してください。

使用可能な状態ファイル変数については、95ページの「Oracle Hardware
Installation Assistantの状態ファイル変数リスト」を参照してください。

d. 変数の入力が済んだら、ファイルの最終行に次の行を入力します。
[STATE_DONE noname apit]

ファイルを保存します。

■ 108ページの「Linuxの無人インストールを準備する方法」
■ 109ページの「Windows Serverの無人インストールを準備する方法」
■ 109ページの「無人ファームウェアアップデートを準備する方法」

1

2

3

4

次の手順

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (ファームウェアアップデート用)
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▼ Linuxの無人インストールを準備する方法
このセクションで示す手順では、以下を前提としています。

■ Oracle Enterprise Linux、RHEL、または SLES Linux無人インストールについてよく
知っている。

■ Oracle Enterprise Linux、RHEL Kickstartファイル、または SLES AutoYaSTファイル
が作成されている。

■ 以下のオプションと共にOracle Enterprise Linux、RHEL Kickstart、または SLES
AutoYaSTの PXEイメージが設定されている。
■ Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションによってインストールさ
れていないサーバー用の追加ドライバ。これによって、サーバーのインス
トールおよび「ご使用にあたって」ドキュメントで説明されているように、イ
ンストールされたサーバーコンポーネントでサポートされた一連の機能
(ACPI、ビデオ、ネットワーク、大容量記憶装置など)が提供されます。

■ Linuxベンダーから入手可能な最新のOSインストールパッチ。
■ Oracle Hardware Installation Assistantで必要になるディスプレイ解像度。Oracle

Hardware Installation Assistantアプリケーションは、CD-ROMまたは PXEから
常に vga=0x314でブートする必要があります。

■ KickstartまたはAutoYaSTファイルが、FTPまたはHTTPサーバーを介してアクセ
スすることができる。

PXE環境をセットアップし、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションイ
メージファイルを準備します。83ページの「PXEベースのOracle Hardware Installation
Assistantのセットアップ」を参照してください。

Oracle Hardware Installation Assistant無人状態ファイルを作成します。104ページ
の「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (Linux用)」を参照してく
ださい。

Linux用無人設定ファイルおよびPXE OSインストールイメージをセットアップしま
す。

■ Oracle Enterprise LinuxまたはRed Hat Enterprise LinuxでKickstart無人インストール
を使用します (製品ドキュメントを参照)。

■ SUSE Linux Enterprise ServerでAutoYaST無人インストールを使用します (製品ド
キュメントを参照)。

110ページの「アプリケーションイメージを作成して PXEベースの起動を準備する方
法」

始める前に

1

2

3

次の手順
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▼ Windows Serverの無人インストールを準備する方法
■ Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数については、95ページ
の「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル変数リスト」を参照して
ください。

■ Windows用のOracle Hardware Installation Assistant状態ファイルの例については、
105ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (Windows
用)」を参照してください。

PXE環境をセットアップし、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションイ
メージファイルを準備します。83ページの「PXEベースのOracle Hardware Installation
Assistantのセットアップ」を参照してください。

Windows Server OSインストール用のOracle Hardware Installation Assistant状態ファイル
を作成します。105ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの
例 (Windows用)」を参照してください。

110ページの「アプリケーションイメージを作成して PXEベースの起動を準備する方
法」

▼ 無人ファームウェアアップデートを準備する方法

注 –ファームウェアアップグレードオプションを使用するには、使用するサーバーが
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションによるファームウェアアップ
デートをサポートしている必要があります。

PXEを使用してOracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動すること
により、Sun Fireサーバーや Sun Bladeサーバーでシステムファームウェアの無人
アップデートを行うことができます。また、システム BIOSやOracle ILOMのアップ
グレード、HBAファームウェア、および SPの回復などの、その他のプロビジョニン
グタスクを実行することもできます。

無人ファームウェアアップデートを有効にしていても、ターゲットサーバー上で
アップデートが必要ない場合、無人インストールは停止します。この場合、処理を
続行するにはユーザー操作が必要になります。

アップデート処理が中断されるのを避けるため、アップデートに使用するファーム
ウェアイメージがターゲットサーバーにすでに存在しているものよりも新しいこと
を確認するようにしてください。アップデートイメージのファームウェア
バージョン (ビルド番号)は、READMEファイルに記載されています。ターゲット
サーバーのファームウェアバージョン (ビルド番号)を確認するには、サービスプロ
セッサにログインしてOracle ILOMのWebインタフェースを介して情報を確認する
か、CLIプロンプトで versionコマンドを入力します。

始める前に

1

2

次の手順
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ファームウェアアップデート用のOracle Hardware Installation Assistant無人状態ファイ
ルを作成します。105ページの「Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル
の例 (ファームウェアアップデート用)」を参照してください。
Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルは、ファームウェアアップデート
の無人インストールを補助するためのテキストファイルです。

110ページの「アプリケーションイメージを作成して PXEベースの起動を準備する方
法」

▼ アプリケーションイメージを作成してPXEベースの起動を準備す
る方法
■ 以下の関連セクションに記載されている準備作業を実行します。

■ 108ページの「Linuxの無人インストールを準備する方法」
■ 109ページの「Windows Serverの無人インストールを準備する方法」
■ 109ページの「無人ファームウェアアップデートを準備する方法」

PXE TFTPサーバーで、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションイメージ
用のサブディレクトリを新しく作成します。
たとえば、次のコマンドラインを使用すると、TFTPサーバーのデフォルトルートに
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションイメージ用のサブディレクトリ
が作成されます。

# mkdir /var/lib/tftpboot/HIA

HIA_netboot.zipの内容をOracle Hardware Installation Assistantイメージ用に作成した
TFTPサーバー上のサブディレクトリに展開します。

変更を加えたOracle Hardware Installation Assistant状態ファイル
(externalStateVariables.txt)をPXEサーバーからアクセス可能なWebサーバーで利
用できるようにします。

ヒント – PXEサーバーをWebサーバーとして使用することもできます。

エディタを使用してPXE設定ファイル (このファイルのデフォルト名は pxelinux.cfg)
を編集し、Oracle Hardware Installation Assistantイメージに対する必要な参照を追加し
ます。
sample-pxe.cfgファイルの例を参照してください。それぞれのセットアップに応じ
て変更してください。

以下を pxelinux.cfgファイルの append行に追加して、状態ファイルを使用した
Oracle Hardware Installation Assistantの無人インストール用に設定します。
splash=silent HIAurl=http://URL_to_ externalStateVariables.txt

●

次の手順

始める前に

1

2

3

4

5

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (ファームウェアアップデート用)

Oracle Hardware Installation Assistant 2.5ユーザーズガイド x86サーバー版 • 2011年 4月110



HIAurl=パラメータでは、状態ファイルを指定する必要があります。

pxelinux.cfgファイルを保存します。

イメージをブートし、アプリケーションを起動する準備ができました。

Oracle Hardware Installation Assistantの PXEイメージを PXEサーバーから起動して無
人インストールを開始するには、111ページの「PXEベースのサーバーから無人
セッションを起動する方法」に記載された手順を実行します。

▼ PXEベースのサーバーから無人セッションを起動する方法
イメージファイルを作成して、起動するための準備を行います。110ページの「アプ
リケーションイメージを作成して PXEベースの起動を準備する方法」を参照してく
ださい。

ターゲットサーバーが、PXEサーバーと同じネットワーク上に構成されていることを
確認してから、ターゲットサーバーをリセットします。たとえば、次のように表示
されます。

■ Oracle ILOMリモートコンソールのWebインタフェースで、「Remote
Control」->「Remote Power Control」をクリックしてから、「Reset」を選択し
て、ホストサーバーをリセットします。

–または –

■ サーバーの前面パネルにある電源ボタンを押してサーバーの電源をオフにしてか
ら (サーバーの電源が切れるまでボタンを押し続けます)、電源ボタンを押して
サーバーの電源をオンにします。

6

次の手順

始める前に

1

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (ファームウェアアップデート用)
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サーバーが起動し、BIOS画面が表示されます。例を下に示します (使用している
サーバーの BIOS画面はこれとは異なる可能性があります)。

ヒント –次のイベントは、すぐに発生します。メッセージが短時間画面に表示される
間、メッセージを注意深く観察します。スクロールバーが表示されないように画面
のサイズを拡大する場合があります。

システムのブート時に、以下のいずれかを実行してネットワークブートを開始しま
す。

■ プロンプトが表示されたら、F12キーを押して、検出された最初のネットワーク
ブートデバイスからブートします。

■ プロンプトが出されたら、F8を押して、ブートメニューを表示し、ネットワーク
ブートデバイスを指定します。

2

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイルの例 (ファームウェアアップデート用)
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ヒント – Sun Bladeサーバーモジュールでは、(1) (「Please Select Boot Device」メ
ニューにリストされた) PXE:Slot#とシャーシ上の物理NEMまたは EMのスロット番
号ラベルを一致させることによって、(2) (「Please Select Boot Device」メニューに
リストされた) F#とNEM (ポート 0.0から 9.0および 0.1から 9.1)または EM (ポート 0
またはポート 1)上にある物理NICポート番号ラベルを一致させることに
よって、PXEインタフェースブートデバイスを判断することができます。

ネットワークブートデバイスの指定後、システムは、DHCP PXEブートサーバーか
ら IPアドレスを取得しようとします。PXEサーバーの検出後、PXEブートプロンプ
トが表示されます。

PXEブートプロンプトで、Enterを押すか、以下を入力します: install
Oracle Hardware Installation Assistantのインストールイメージがサーバーにダウン
ロードされ、「Launching the Oracle Hardware Installation Assistant」というメッセージ
が表示されます。

無人インストールの監視については、115ページの「PXEベースの無人プロビジョニ
ングタスクの監視」を参照してください。

3

参照
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PXEベースの無人プロビジョニングタス
クの監視

無人のネットワークプロビジョニングタスクを監視することにより、タスクの進捗
状況を監視し、処理中に生成される診断メッセージを確認することが可能になりま
す。無人インストールを監視するには、次のいずれかの方法を使用してシステムと
の表示接続を確立します。

■ システムコンソール
■ 仮想コンソールまたはセキュアシェル接続
■ 仮想ネットワークコンピューティング (VNC)ビューア
■ シリアルコンソール

注 –仮想コンソールまたはVNCビューアを使用している場合は、rootとVNCの両方
でパスワードを使用する必要があります。

このセクションでは、以下の項目について説明します。これにより、パスワードを
設定し、システムとの表示接続を確立して無人操作を監視することが可能になりま
す。

■ 115ページの「仮想コンソールまたはセキュアシェル (SSH)接続を使用した表示接
続の確立」

■ 116ページの「rootおよびVNCのパスワードの設定方法」
■ 117ページの「VNCビューアを使用して接続を確立する方法」
■ 118ページの「シリアルコンソールを使用して接続を確立する方法」

仮想コンソールまたはセキュアシェル (SSH)接続を使用
した表示接続の確立

仮想コンソールにログインする前に、インストーラに対して rootのパスワードを
ブート引数として設定します。詳細については、116ページの「rootおよびVNCのパ
スワードの設定方法」を参照してください。

インストールインタフェースでは、Linuxカーネルを実行して仮想コンソールアクセ
スを提供します。仮想コンソールにアクセスするには、Ctrl-Alt-F2を押します
(Ctrl-Alt-F3やCtrl-Alt-F4を使用して他のコンソール画面を使用することもできま
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す)。仮想コンソールへの接続の確立後は、VNCサーバー IPアドレスを判断し
て、標準ログファイルを表示することができます。

また、VNCの IPアドレスを使用してシリアルコンソール経由で SSH接続を確立する
こともできます (118ページの「シリアルコンソールを使用して接続を確立する方
法」を参照)。

▼ rootおよびVNCのパスワードの設定方法
無人プロビジョニングタスクの監視方法として、仮想コンソールまたは仮想ネット
ワークコンピューティング (VNC)ビューアを使用する場合は、最初に rootとVNCの
アクセスパスワードを用意する必要があります。

パスワードは、CDまたは PXEサーバーからブートする際に手動で、あるいは PXE
ブートターゲットファイル (/home/pxeboot/pxelinux.cfg/default)で、ブート引数と
してインストーラに提供されます。

■ rootpw=des-crypted-password引数を使用すると、プレーンテキストの rootパス
ワードをネットワーク経由でやり取りせずに、PXEブート時に SSHリモートアク
セスを使用することができます。この引数は、Perlスクリプトで生成される暗号
化されたパスワードを提供します。

■ vncauth=hex-string引数を使用すると、VNCアクセスでパスワードを使用すること
ができます。リモートVNC認証ファイルは、8バイナリバイトです。vncpasswd

でこの 8バイトを作成し、hex-stringに変換します。
■ ptextpass=password引数を使用すると、rootパスワードおよびVNCパスワードの
両方で使用するプレーンテキストパスワードを渡すことができます。

次のいずれかの手順を実行します。

■ セキュリティを最大限に高める場合は、CD boot:プロンプトで以下のパスワード
引数を使用します。

■ rootパスワードを使用する場合
rootpw= des-crypted-password
ここで、des-crypted-passwordは、コマンドラインで以下の Perlスクリプトを実
行して得られる文字列出力です。

# perl -e ’print crypt("password ","42"). "\n"’

ここで、passwordは暗号化される rootパスワードです。
■ VNCアクセスパスワードを使用する場合

vncauth= hex-string
ここで、hex-stringはコマンドラインで以下の vncpasswdコマンドを実行して得
られる 16進文字列出力です。

●

仮想コンソールまたはセキュアシェル (SSH)接続を使用した表示接続の確立
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# vncpasswd /tmp/vncauth

# od -t x1 /tmp/vncauth | awk ’/0000000/ \

{print $2 $3 $4 $5 $6 $7 $8 $9}’

–または –

■ rootパスワードとVNCパスワードの両方に 1つのプレーンテキストパスワードを
渡す場合は、以下のように指定します。

# ptextpass= password

ここで、passwordはプレーンテキストパスワードです。

■ 117ページの「VNCビューアを使用して接続を確立する方法」
■ 118ページの「シリアルコンソールを使用して接続を確立する方法」

▼ VNCビューアを使用して接続を確立する方法
無人ネットワークインストールを実行する場合、デフォルトでは、仮想ネット
ワークコンピューティング (VNC)は有効になっています。無人ネットワークインス
トールを実行する場合、display=vncをブート引数として追加することに
よって、VNCを有効化できます。

パスワードを設定します (116ページの「rootおよびVNCのパスワードの設定方
法」を参照)。

Oracle Hardware Installation Assistantのスプラッシュ画面が表示されたらすぐに Esc
キーを押します。

コンソールメッセージが表示されます。VNCサーバーの起動後に、メッセージが表
示され、VNCを使用して接続する IPアドレスが提供されます。

ステップ 2で表示された IPアドレスを使用して、VNCビューアに接続します。

たとえば、次のように表示されます。

# vncviewer IP_address:1.0

プロンプトが表示され、手順 1で設定したパスワードを入力すると、VNCが起動しま
す。

手動インストールを実行すると、インストーラのインタフェースが表示されま
す。インストールの進行に従って、自動的に画面が先に進みます。VNC画面は入力
可能な状態になっているため、VNCウィンドウで何らかの操作をする場合は、イン
ストールを中断することができます。

118ページの「シリアルコンソールを使用して接続を確立する方法」

次の手順

1

2
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参照
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▼ シリアルコンソールを使用して接続を確立する方法
ここでは、システムコンソールをワークステーションやノートパソコンにリダイレ
クトして、サーバーのシリアル管理ポートに接続し、無人インストールを表示する
手順について説明します。

ブート引数 console=ttyS0,9600を使用し、コンソール出力をシリアルコンソールに
リダイレクトします。

ヒント –これにより、デバッグ時にスクロールバックしてメッセージを表示できるよ
うになります。

注 –出力をシリアルコンソールにリダイレクトすると、VGAコンソールへの出力は
無効になります。

シリアルポートからシリアルコンソールをセットアップします。

シリアルコンソールの使用については、Oracle ILOM (Integrated Lights Out Manager)の
ドキュメントを参照してください。デフォルトの設定では、シリアルポートを介し
てサービスプロセッサを使用することができます。

サービスプロセッサにログインしてから、以下のコマンドを入力してコンソールを
起動します。

# start /SP/console

システムをリブートします。

ネットワークブートオプションを選択します。

Oracle Hardware Installation Assistantのターゲットを選択し、無人ネットワークインス
トールの進捗状況を監視します。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションのブート後、シリアルコン
ソールで黒の背景に黒のテキストが書き込まれる状態のままになることがありま
す。これが発生した場合は、端末をリセットして、テキストを表示します。

117ページの「VNCビューアを使用して接続を確立する方法」
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Oracle Hardware Installation Assistantのトラ
ブルシューティング

このセクションでは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションのエ
ラーメッセージおよびインストールログファイルについての情報、および PXE
ベースの無人ネットワークインストールのデバッグ方法について説明します。

この節のトピックは次のとおりです。

■ 119ページの「Oracle Hardware Installation Assistantのエラーメッセージ」
■ 120ページの「アプリケーションログファイルの表示方法」
■ 120ページの「ブートしない PXEイメージのデバッグ方法」

Oracle Hardware Installation Assistantのエラーメッセージ
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションでエラーまたは予期しない状態
が発生した場合には、エラーメッセージが生成されます。次の表に、想定されるい
くつかのエラーメッセージとそのシナリオ、および考えられる解決策を示します。

エラーメッセージまたは状態 解決策

メッセージ:

You have inserted Disc 3 but the system

requires Disc 2. Please insert Disc 2.

正しいディスクを挿入してもう一度実行しま
す。
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エラーメッセージまたは状態 解決策

メッセージ:

The media you have provided is not a release

that is supported on this platform. You cannot

use the Oracle Hardware Installation

Assistant to install this product and

associated software.

サポートされていないバージョンの Linuxまた
はMicrosoft WindowsでOracle Hardware
Installation Assistantアプリケーションを使用し
ようとしています。解決するには、次のいずれ
かを行います。
■ サポートされた製品をインストールするに
は、「Back」をクリックしてから適切なメ
ディアを挿入します。

■ Oracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションでサポートされていない製品を
インストールするには、「Exit」をクリック
してアプリケーションを終了し、システム
を再起動します。これにより、サポートさ
れていない製品を、Oracle Hardware
Installation Assistantアプリケーションを使用
せずに通常どおりインストールできるよう
になります。

プロセスのエラーまたは問題。 アプリケーションログファイルを確認します。
120ページの「アプリケーションログファイル
の表示方法」を参照してください。

PXEベースのインストールからアプリ
ケーションが起動しない。

120ページの「ブートしない PXEイメージのデ
バッグ方法」を参照してください。

▼ アプリケーションログファイルの表示方法
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションのログファイルは、新しくイン
ストールしたシステムのルートディレクトリに書き込まれます。

アプリケーションログファイルを表示するには、次のいずれかを行います (OSに
よって異なります)。

■ Linuxシステムの場合は、テキストエディタを使用して
SunInstallationAssistant.logファイル (/rootにあります)を開きます。

■ Windowsシステムの場合は、テキストエディタを使用して
SunInstallationAssistant.logファイル (C:\にあります)を開きます。

119ページの「Oracle Hardware Installation Assistantのエラーメッセージ」

▼ ブートしないPXEイメージのデバッグ方法
ブートしない PXEイメージをデバッグするには、次の手順に従います。

●
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DHCPおよびTFTPのサーバーエリアと、netboot.imgおよび vmlinuzファイルの整合性
を確認します。

Oracle Hardware Installation Assistant CD/DVDに格納されているPXEサンプル設定
(boot/isolinux/isolinux.cfg)を参照して、カーネルブートの引数が正しいことを確
認します。

Oracle Hardware Installation Assistantの状態ファイル、Kickstartファイル、または
AutoYaSTファイルのURLが正しいことを確認します。URLが正しいかどうかを判断す
るには、以下の手順に従います。

a. コマンド wgetURLで、URLをテストします。

b. DNSが正常に機能していることを確認するか、ホスト名の代わりに IPアドレスを
使用します。

c. 次の表でURLエラーについて確認します。

問題 現象

状態ファイルのURL (HIAurl)が正しくありま
せん。

状態ファイルのURL (HIAurl)が正しくない場
合、インストールがハングアップしたような
状態になります。

コンソールで、VNC情報の後に表示される次
のエラーメッセージがないかを確認します。

Unable to fetch unattended statefile: URL

状態ファイルのURL (HIAurl)の InstallLocが正
しくありません。

エラーメッセージを表示することなくシステ
ムが再起動し、コンソールで、再起動前に次
のようなメッセージが表示されます。

Can’t MD5 ...

状態ファイルのURL (HIAurl)のKickstartエン
トリが正しくありません。

インストールがハングアップしたような状態
になり、コンソールで以下のメッセージが表
示されます。

apit-magic: run: /installer/..."

URLファイルのパラメータが正しくありませ
ん。

VNCに接続しようとすると、無人ネット
ワークインストールが停止して入力待ちの状
態になります。

1

2

3

Oracle Hardware Installation Assistantのエラーメッセージ

121



VNCパスワードが正しく設定されていることを確認します。
VNCパスワードが設定されなかった場合は、コンソールに以下のメッセージが表示
されます。
mv /dev/tty /dev/tty-node

ln -s /proc/self/fd/0 /dev/tty

echo password

/usr/X11R6/bin/vncpasswd.real /installer/vncpasswd

echo password

They don’t match. Try again.

119ページの「Oracle Hardware Installation Assistantのエラーメッセージ」

4
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USBフラッシュドライブを使用した
Oracle Hardware Installation Assistantの起動

ここでは、ブート可能なUSBフラッシュドライブを作成してOracle Hardware
Installation Assistantアプリケーションを起動する方法について説明します。

次の各セクションで、Oracle Hardware Installation Assistant USBフラッシュドライブの
準備およびブートについて説明します。

■ 123ページの「USBドライブの要件」
■ 123ページの「SyslinuxおよびOracle Hardware Installation Assistantソフトウェアの
入手方法」

■ 124ページの「Oracle Hardware Installation Assistant USBフラッシュドライブの作
成」

■ 133ページの「USBフラッシュドライブをブートしてOracle Hardware Installation
Assistantを起動する方法」

USBドライブの要件
■ バージョン 2.0.144以降のOracle Hardware Installation Assistantアプリケーション

(これよりも前のバージョンのOracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションではUSBフラッシュドライブはサポートされません)

■ バージョン 3.52以降の Syslinuxユーティリティー
■ 1 GB以上のUSB 2.0フラッシュドライブ
■ Windows XPまたは Linuxを実行している、USB 2.0対応ポートを搭載したシステ
ム

■ インターネットアクセス (必要なソフトウェアをダウンロードするため)

次のステップ: 123ページの「SyslinuxおよびOracle Hardware Installation Assistantソフ
トウェアの入手方法」

▼ SyslinuxおよびOracle Hardware Installation Assistantソフトウェア
の入手方法
このセクションでは、SyslinuxおよびOracle Hardware Installation Assistantアプリ
ケーションソフトウェアの入手方法について説明します。Oracle Hardware Installation
AssistantアプリケーションをブートするためにUSBフラッシュドライブを準備する
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には、Syslinuxソフトウェアが必要です。Windowsまたは Linuxマシンを使用して
SyslinuxおよびOracle Hardware Installation Assistantアプリケーションソフトウェアを
ダウンロードし、USBフラッシュドライブをブート用に準備します。

次のOracle WebサイトからOracle Hardware Installation Assistantのメイン画面にアクセ
スします。
http://www.sun.com/systemmanagement/sia.jsp

使用しているサーバーのダウンロード画面に移動します。

次のファイルを選択して、Windows XPまたは Linux (Red Hatまたは SUSE)システム上の
任意のファイルフォルダにダウンロードします。

■ syslinux-version.zip (versionは 3.52以降)
■ HIA-version.zip (versionは 2.0.144以降)

注 –これらのファイルは、別々に提供されている場合と 1つのパッケージとして
提供されている場合があります。

124ページの「Oracle Hardware Installation Assistant USBフラッシュドライブの作成」

Oracle Hardware Installation Assistant USBフラッシュドラ
イブの作成

このセクションでは、LinuxまたはWindowsシステム用にOracle Hardware Installation
Assistantをブート可能USBフラッシュドライブを作成する方法について説明しま
す。

■ 124ページの「Linux (Red Hat/SUSE)システムでOracle Hardware Installation Assistant
USBフラッシュドライブを作成する方法」

■ 128ページの「Windows自動実行機能を使用してOracle Hardware Installation
Assistant USBフラッシュドライブを作成する方法」

■ 131ページの「Windows XPシステムでOracle Hardware Installation Assistant USBフ
ラッシュドライブを作成する方法」

▼ Linux (Red Hat/SUSE)システムでOracle Hardware Installation
Assistant USBフラッシュドライブを作成する方法
■ この手順では、バージョン 1.8.6以降の partedユーティリティーを使用する必要
があります。それよりも前のバージョンの partedは使用しないでください。

■ 123ページの「SyslinuxおよびOracle Hardware Installation Assistantソフトウェアの
入手方法」を参照してください。
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次のコマンドを使用して、syslinux-version.zipアーカイブファイルの内容を展開 (解
凍)します。

# unzip syslinux-version.zip

ここで、versionは、Syslinuxのバージョン番号です。

USBフラッシュドライブを正常なUSB 2.0ポートに挿入します。

tailコマンドを使用して、USBフラッシュドライブのデバイス名を確認します。

# tail /var/log/messages

デバイス名 (例: sdaや sdb)が表示されます。出力の例を次に示します。
Nov 12 13:19:29 server kernel: scsi 4:0:0:0: Lexar, Inc. USBdisk PQ: 0 ANSI: 0 CCS

Nov 12 13:19:29 server kernel: sd 4:0:0:0: [sdb] 1030750208 512-byte hardware sectors (1030 MB)

Nov 12 13:19:29 server kernel: sd 4:0:0:0: [sdb] Write Protect is off

Nov 12 13:19:29 server kernel: sd 4:0:0:0: [sdb] Assuming drive cache: write through

Nov 12 13:19:29 server kernel: sdb:

Nov 12 13:19:29 server kernel: sd 4:0:0:0: [sdb] Attached SCSI removable disk

Nov 12 13:19:29 server kernel: sd 4:0:0:0: Attached scsi generic sg2 type 0

注意 –意図しないデータ損失が発生する可能性があります。必ずUSBフラッシュドラ
イブのデバイス名 (/dev/sda、/dev/sdb)を確認して書き留めておくようにしてくださ
い。以降の手順で、USBフラッシュディスクの既存のパーティションを削除する必
要があります。デバイス名を間違えると、ハードディスクの内容が消去される可能
性があります。

次に示す手順で、partedを使用してUSBフラッシュドライブ上にブート
パーティションを 1つ作成します。

注 –この手順では、バージョン 1.8.6以降の partedユーティリティーを使用する必要
があります。それよりも前のバージョンの partedは使用しないでください。

注 –これらの手順を実行するには、スーパーユーザー (su - root)としてアクセスす
る必要があります。

a. Linuxで自動的にデバイスがマウントされている場合は、最初に次のコマンドを使
用してマウントを解除します。

# umount /dev/sd X1

ここで、Xは、USBフラッシュドライブのドライブ文字 (例: /dev/sdaや /dev/sdb)
です。また、1は、最初のパーティションを示します。
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b. partedを使用して、すべてのパーティションを削除して新しいブート FAT32
パーティションを作成します。
# /sbin/parted /dev/sd X

ここで、Xは、USBフラッシュドライブのドライブ文字 (例: /dev/sdaや /dev/sdb)
です。

partedコマンドプロンプトが表示されます。

c. 次のコマンドを記載されている順序で入力し、プロンプトに従ってブートの一次
パーティションを作成します。

■ (parted): mklabel

ディスクラベルの種類を作成するように求められます。msdosがデフォルトと
して表示されない場合は、次の例に示すように、該当するプロンプトで msdos

と入力する必要があります。

Warning: The existing label on sdx will be destroyed and all

data on this disk will be lost. Do you want to continue?

Yes/No: yes

New disk label type? msdos

■ (parted): mkpartfs

ディスク上に新しいパーティションを作成します。プロンプトに対
し、primaryパーティション、fat32フォーマット、およびディスク全体から
最後の 1Mバイトを除いた範囲 (開始が 1、終了が -1)を指定します。出力の例
を次に示します。

Partition type? primary/extended? primary

File system type? [ext2] fat32

Start? 1

End? -1

■ (parted): set 1 boot on

このパーティションに bootフラグを設定します。
■ (parted): set 1 lba on

このパーティションに lba (Linear Block Addressing)フラグを設定します。
■ (parted): print

新しいパーティションの現在の設定を表示します。出力の例を次に示します。

Model: Lexar, Inc. USBdisk (scsi)

Disk /dev/sdb: 1031MB

Sector size (logical/physical): 512B/512B

Partition Table: msdos

Minor Start End Size Type Filesystem Flags

1 16.4kB 931MB 1031MB primary fat32 boot, lba

(parted)

■ (parted): quit
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partedユーティリティーを終了します。

Syslinuxの mbrディレクトリに移動します。

# cd path/mbr

ここで、pathは、Syslinuxを展開したフォルダです。

次のコマンドを使用して、mbrディレクトリ内の Syslinuxマスターブートレコード
ファイル mbr.binを探し、ディスクに書き込みます。

# cat mbr.bin > /dev/sdX

ここで、Xは、USBフラッシュドライブのドライブ文字 (例: /dev/sdaや /dev/sdb)で
す。

Syslinuxの unixディレクトリに移動します。

# cd path/unix

ここで、pathは、Syslinuxを展開したフォルダです。

注 –新しいバージョンの Syslinuxには、unixディレクトリが linuxディレクトリに変
更されているものがあります。その場合は、unixディレクトリの名前を linuxに置
き換えてください。

Syslinuxの unixディレクトリで、次のコマンドを入力します。

# ./syslinux /dev/sdX1

ここで、Xは、USBフラッシュドライブのドライブ文字 (例: /dev/sdaや /dev/sdb)で
す。また、1は、最初のパーティションを示します。

注 –次の手順ではマウントポイントを指定する必要があります。autofsを実行してい
る場合、ドライブのパーティションが別のマウントポイントに自動的にマウントさ
れていることがあります。その場合は、次のコマンドを入力してマウントを解除し
てください。

umount /dev/sdX1

次のコマンドを入力して、ドライブをマウントポイントにマウントします。

# mount -t vfat /dev/sdX1 /mnt

ここで、Xは、USBフラッシュドライブのドライブ文字 (例: /dev/sdaや /dev/sdb)で
す。また、1は、最初のパーティションを示します。この例では、マウントポイント
を /mntにしています。
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次のコマンドを入力して、HIA-version.zipアーカイブファイルの内容をUSBフ
ラッシュドライブに展開します。

# unzip -q -d /mnt ~/path/HIA-version.zip -x “source/*”

ここで、pathは、.zipファイルが格納されているディレクトリのパスです。version
は、Oracle Hardware Installation Assistantのバージョン番号です。ここでは、時間と
ディスクスペースの節約のために、“source/*”パラメータを使用して展開対象から
ソースファイルを除外しています。

USBフラッシュドライブをアンマウントします。

# umount /mnt

クライアントマシンからフラッシュドライブを取り外します。

これで、Oracle Hardware Installation AssistantアプリケーションをブートするUSBフ
ラッシュドライブの準備ができました。

133ページの「USBフラッシュドライブをブートしてOracle Hardware Installation
Assistantを起動する方法」

▼ Windows自動実行機能を使用してOracle Hardware Installation
Assistant USBフラッシュドライブを作成する方法
Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションには、ブート可能USBフ
ラッシュドライブの作成に役立つ自動実行機能ユーティリティーが用意されていま
す。自動実行ユーティリティを使用するには、Oracle Hardware Installation Assistantの
CD/DVDまたはCD/DVD ISOイメージをマウントします。

123ページの「SyslinuxおよびOracle Hardware Installation Assistantソフトウェアの入
手方法」を参照してください。
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Oracle Hardware Installation Assistant CD/DVDをドライブに挿入するか、ISOイメージ
ファイルをマウントします。

自動実行ユーティリティの初期画面が表示されます。

1
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「HIA USB flash drive preparation utility」オプションをクリックします。

USBフラッシュ準備ユーティリティーの画面が表示されます。

USBフラッシュドライブのドライブ文字を参照して選択するか入力します。

注意 –意図しないデータ損失が発生する可能性があります。選択したドライブ文字が
HIA USBフラッシュドライブのものであることを確認してください。システム
ディスクのドライブ文字は選択しないでください。このユーティリティーの処理に
よって既存のデータが消去されます。

HIA USBイメージのフルパスを参照して選択するか入力します。

「Submit」をクリックします。

注意 –データ損失が発生します。USBフラッシュドライブの内容が消去されて上書き
されます。

Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを起動するためのブート可能
USBフラッシュドライブが作成されます。
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133ページの「USBフラッシュドライブをブートしてOracle Hardware Installation
Assistantを起動する方法」

▼ Windows XPシステムでOracle Hardware Installation Assistant USB
フラッシュドライブを作成する方法
123ページの「SyslinuxおよびOracle Hardware Installation Assistantソフトウェアの入
手方法」を参照してください。

ダウンロードした syslinux-version.zipアーカイブファイルの内容を展開 (解凍)しま
す (versionは Syslinuxのバージョン番号です)。

USBフラッシュドライブをUSB 2.0ポートに挿入します。

Windowsで新しいハードウェアが検出されたら、デスクトップの「My Computer (マイ
コンピューター)」をダブルクリックします。

注意 – USBフラッシュドライブのデバイス名 (例: A:、B:)を確認して書き留めておくよ
うにしてください。以降の手順で、USBフラッシュドライブの既存の
パーティションを削除する必要があります。デバイス名を間違えると、ハード
ディスクの内容が消去される可能性があります。

ハードディスクドライブのリストでフラッシュディスクのアイコンを右クリック
し、「Format (フォーマット)」をクリックします。

「Format (フォーマット)」ダイアログボックスが表示されます。

次の手順

始める前に
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「File system (ファイルシステム)」ドロップダウンメニューで「FAT32」を選択し、わ
かりやすいボリュームラベル (「HIA FlashDisk」など)を入力します。

「Start (リダイレクションの開始)」ボタンをクリックします。

フラッシュディスクがフォーマットされます。

フォーマットが完了したら、「Close (閉じる)」ボタンをクリックします。

「Format (フォーマット)」ダイアログボックスが閉じます。

Windowsのタスクバーで「Start (スタート)」ボタンをクリックし、「Run (ファイル名
を指定して実行)」をクリックします。

「Run (ファイル名を指定して実行)」ダイアログボックスが表示されます。

次のコマンドを入力して、syslinux実行可能ファイルを起動し、-maオプションを使
用してドライブをブート可能にします。

path\win32\syslinux.exe -ma X:

ここで、pathは、Syslinuxを展開したフォルダで、Xは、USBフラッシュドライブの
ドライブ文字 (例: A、B)です。

ドライブ上に ldlinux.sysファイルが作成され、ブート可能になります。

ダウンロードした HIA-version.zipアーカイブファイルの内容をUSBフラッシュドラ
イブに展開 (解凍)します (versionはOracle Hardware Installation Assistantのバージョン番
号です)。
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USBフラッシュドライブを取り外すには、「Safe to Remove Hardware (ハードウェアの
取り外し)」アイコンをクリックしてから、システムからフラッシュドライブを取り
外します。
これで、Oracle Hardware Installation AssistantアプリケーションをブートするUSBフ
ラッシュドライブの準備ができました。

133ページの「USBフラッシュドライブをブートしてOracle Hardware Installation
Assistantを起動する方法」

▼ USBフラッシュドライブをブートしてOracle Hardware Installation
Assistantを起動する方法
このセクションの手順は、OSをインストールするサーバーに対してのものです。

注 –システムコンソールのブートメッセージが表示できる準備ができている必要があ
ります。

124ページの「Oracle Hardware Installation Assistant USBフラッシュドライブの作
成」を参照してください。

Oracle Hardware Installation Assistant USBフラッシュドライブを使用可能なUSB 2.0
ポートに挿入します。

システムを再起動し、ディスプレイにBIOSプロンプトが表示されたらその指示に
従ってBIOSセットアップユーティリティーを実行します。
BIOSセットアップユーティリティーのメイン画面が表示されます。

「Advanced」>「USB Configuration」>「USB controller」セットアップ画面に移動
し、「USB 2.0 (high speed)」モードのコントローラを設定します。

「Boot」>「Hard Disk」セットアップ画面に移動して、USBフラッシュドライブを最
初のブートデバイスに設定します。
USBフラッシュドライブは、最初にリストされたブートデバイスである必要があり
ます。

変更を保存してOracle Hardware Installation Assistantアプリケーションをブートするに
は、「Save and Exit」を選択します。
BIOSセットアップユーティリティーが終了し、Oracle Hardware Installation Assistant
USBフラッシュドライブからシステムがブートされます。

17ページの「アプリケーションの起動とプロビジョニングタスクの実行」
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Service Tagsのインストール

Oracleの Sun Service Tagsを使用して、Oracleのシステム、ソフトウェア、および
サービス (ギア)を自動的に検出できます。サービスタグはタグが付けられた個々の
ギアを一意に識別し、ギアに関する静的情報を標準的なXML形式でローカルネット
ワーク上で共有することを可能にします。この検出機能を活用して、分散したイン
ベントリを管理するための管理ツールとして使用できます。

Sun Service Tagsには次のようなメリットがあります。

■ 軽量 (約 100 Kバイト)。
■ ギアごとに検出の設定が可能。

■ システム管理者がOracleに新しい装置を登録する際に使用可能。
■ (システム管理者のアクセス許可のある) Oracleサービスによるトラブル
シューティングに使用可能。

■ クエリーがあった場合のみ実行 (バックグラウンドでは実行しない)。

また、Sun Service Tagsは個人情報を含まず、自動的に情報を収集したりOracleに送
信したりすることもありません。Oracleに提供されるサービスタグ情報は、Sunギア
の識別とOracle顧客サポートの向上にのみ使用されます。登録データは、システム
管理者がギアの検出を要求した場合にのみ収集されます。サービスタグの詳細は
http://wikis.sun.com/display/ServiceTag/Homeを参照してください。

Sun Service Tagsは、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用して
補助OSのインストールを実行した際に、システムにコピーされます。ただし、イン
ストールはされません。お使いの Sunギアを登録して追跡を容易にするために、Sun
Service Tagsのインストールを推奨します。

Sun Service Tagsをインストールするには、使用しているサーバーのOSに対応した次
の手順に従います。

■ 136ページの「Linuxに Service Tagsをインストールする方法」
■ 136ページの「Windowsに Service Tagsをインストールする方法」
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▼ Linuxに Service Tagsをインストールする方法
サービスタグによって、システム、ソフトウェア、サービス (ギア)の自動検出が使
用可能になります。サービスタグはタグが付けられた個々のギアを一意に識別
し、ギアに関する静的情報を標準的なXML形式でローカルネットワーク上で共有す
ることを可能にします。

■ OracleのHardware Installation Assistantを使用して、サポートされる Linuxオペ
レーティングシステムをインストールしている必要があります。

■ xinetdをインストールしている必要があります。インストールしていない場合
は、Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションがサービスタグをコ
ピーした場所にあります。

Linuxサーバー上で次のディレクトリに移動します。
/var/optional

次のコマンドを入力してハードウェア登録クライアントをインストールします。
rpm –i sun-hardware-reg-version.i386.rpm

ここで、versionは .rpmファイルのバージョン番号です。

次のコマンドを入力してサービスタグをインストールします。
rpm –i sun-servicetag-version.i386.rpm

ここで、versionは .rpmファイルのバージョン番号です。

注 –サービスタグおよびドキュメントは、展開したディレクトリにあります。

▼ Windowsに Service Tagsをインストールする方法
サービスタグによって、システム、ソフトウェア、サービス (ギア)の自動検出が使
用可能になります。サービスタグはタグが付けられた個々のギアを一意に識別
し、ギアに関する静的情報を標準的なXML形式でローカルネットワーク上で共有す
ることを可能にします。

■ Oracle Hardware Installation Assistantアプリケーションを使用してサポートされる
Windowsオペレーティングシステムをインストールしている必要があります。

Windowsサーバー上で、Windowsエクスプローラを使用して次のフォルダに移動しま
す。
C:\sun\optional

次のファイルをダブルクリックしてハードウェア登録クライアントをインストール
します。
sun-hardware-reg-version.msi

始める前に
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ここで、versionは .msiファイルのバージョン番号です。

次のファイルをダブルクリックしてサービスタグをインストールします。

sun-servicetag-version.msi

ここで、versionは .msiファイルのバージョン番号です。

注 –サービスタグおよびドキュメントは、展開したディレクトリにあります。

3
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